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はじめに 

 本事業「下外城田地区明るい未来づくりに関する調査研究業務」は三重県度会郡玉城町か
らの受託研究である。玉城町は三重県の中央部に位置し、人口 15,570 人、5,757 世帯（平
成 30年 12 月 31 日現在）の小さな町である。町の姿は「玉城町は自然が多く、町民は『自
然環境に恵まれている』と町のイメージを持っています。その大半は農地が占めています
が、最近は企業の拡張や道路整備により宅地も増えてきました。（町勢要覧）」。 
玉城町は、三重県においては人口の増加傾向が見られる町の一つで、三重県の市町（町村
合併により三重県には村はない）の中で、四日市市、朝日町、川越町、菰野町に続いて 5番
目に人口増加数であり、増加率では第 4 位の自治体となっている。 [三重県, 2016] 
全国的に地方での人口の減少傾向が見られる中、玉城町でも2014年に人口ビジョン及び、
地方版総合戦略が策定された [玉城町, 2015]。玉城町人口ビジョンによると、同町の人口は
2015 年にピークを迎え、その後緩やかな減少傾向となる。しかし減少割合は国や県と比較
して低くなっており、2010 年を 100 とすると、2060 年では玉城町 84、国が 68、三重県 64
であり、緩やかな減少であるとしている。また、人口構成に関しても三重県内で 15 歳未満
人口の割合が 3 番目に高く、15.1％であり、高齢化率は 25.9％である [三重県, 2016]。 
一見、人口面から見ると非常に優れた町である玉城町であるが、その内面を見てみると一
概にそうとも言い切れない面があることがわかる。人口ビジョンは基本的に市町村単位で
あり、それをもう少し細かく見ていくと様相が異なってくる。結論から述べると、玉城町の
場合人口を 4 つの小学校区別に紐解くと、それぞれの地域での様相が異なっていることが
わかってきた。今回のプロジェクトでは国勢調査のデータを用いて、小学校区ごとに過去
20 年の人口の動きを追い、さらにコーホート変化率法を用いて 2030 年までの地域別人口
を推計した。そして、さらにこれが本研究の核心であるが、それを地域の住民の皆さんによ
りわかりやすく伝え、見える化した上で、地域の将来を自分たちで決めるという「住民の自
己決定」を支援する方法を１年間通して模索したものである。本報告書の内容が、今後の下
外城田地区住民のみなさんの自己決定を支援し、ひいては玉城町全体の明るい未来に資す
るものであることを願う。

平成 31年 3 月 
皇學館大学教育開発センター助教 

池山敦 
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1.計ժ

（１）ഐܢʛ玉城町人口小地区ॄ計

 はじめに書いたとおり、玉城町は三重県の中Άʹに位置する、人口 1ຬ 5 એ人ఖ
度の小さな町である。玉城町の近େの成ཱིのܨҤは、࣏のとおりである。「明治 22 年
（1889 年）町村ߨࢬとともに田؛町、౨外城田村、༙田村、下外城田村となりまし
た。দ 30 年（1955 年）4月 10日、田؛町、౨外城田村、༙田村（౮田ʀ࠼ί߁を
ঈく）が合併して、玉城町がஂਫ਼。続いて、ཎ年 9 月 30 日、下外城田村をฦ。32
年 4月 1 日、҆野の区域をґ勢市境ֆ変ߍし現在にࢺっています。」また、平成の
合併については、「平成 14 年 10 月 21 日、近ྣの 5 町村（明町、多ـ町、勢村
（現多ـ町）、度会町、玉城町）が研究会、15年 4月 1日қ合併٠ڢ会をઅ置し、
٠をしましたが、16ڢ 年 12 月 25日٠ڢをश྅し、町は面単ಢの道をમし現
在にࢺっています。」 [玉城町, 2019]とޮࣞγイトでは述べられている。ു、
৭田৶༦Αかりの田؛城をくྼ࢛かな町でもある。近年、ٳ野ՊのՊであった
ۜਁಚਭのघによる「ਁۜڈ別ఝࣹߗݲ（ண࣪）」のरが྅し、ྼ࢛؏ޭの資ݱ
としてもغଶがされている。 
玉城町においても「人口に関する住民のࣟを༙ڠし、今後目ࢨすべき将来の方向
と人口の将来ఴをࣖする」ために人口ビジョンが平成 27 年 11 月に策定されて
いる。 [玉城町, 2015]人口ビジョンの中ではϛイントとして、࣏の 3 つのϛイントを
上͝ている。まͥ「本町の総人口について、ࣰでは増加しているが、今後減少する
ことが見ࠒまれる」こと、そして「少ࢢ高齢化がߨしており、今後もܩ続してߨ
していくことが見ࠒまれる」、最後に「過の年が多く、人口増加の要Ҿになっ
ている。ड़ਫ਼数はඏ減傾向になっている」としており、大まかにऀ会増の町であるも
のの、今後高齢化、減少の方向があるといえる。ࣰはこのような緩やかな人口減少
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をつච要があるとߡえていた。玉城町は合併のܨҤにもある通り、̒つの小学校区
に別れており、それぞれがΆ·দの合併の 4町村にଲԢし、田؛地区、外城田地
区、༙田地区、下外城田地区となっている。町には中学校は 1校、玉城中学校があ
る。ڈ城下の田؛地区、ଈに߁がる田Ԅ地帯の外城田地区、ڈ国道 23 ત、現県ߺ
道 37 がる下外城田地区となってい߁川Ԍいにٸがる༙田地区、そして߁ત近くにߺ
る。 
はじめにも書いたとおり、玉城町ༀ場ではこの 4地区の人口を住民基本ୈீϗーη
でѴした上で、地域ࠫがあることを見ൊいており策՟ୌとߡえていた。۫体的に
は、なかでも下外城田地区が人口減少傾向をࣖしており、町全体としてௗغ的なࢻ఼
にཱིったときにこの地域にଲするなにがしかのଲ策がまͥච要とߡえていた。ජंの
ॶしている皇學館大学と玉城町は平成 29 年 5月にใׇ࿊ڢܠ定をగ結しており、
そのૌの中で今回の「平成 30 年度下外城田地区明るい未来に関する調査研究業
務」が受託されるӣびとなった。 
まͥ今回のプロジェクトのτーϜである地域の現য়の「見える化」の第 1ิとして
国勢調査をϗーηにした地域人口のࡱߡをߨった。データは「ැ౹計の総合૯口 e-
Stat（https://www.e-stat.go.jp/）」で一ൢ的にघできるデータを࢘い、Ϝイクロλ
ϓトΦクセϩなʹを用いてॄ計、計ࢋをߨった。調査年度は平成 27（2015）年度、
22（2010）年度、17（2005）年度、12（2000）年度のものを࢘用、人口推計にはक
に小地域ॄ計のන̑「年齢（5 歳څ）ɾঃ別人口ɾ総年齢及び平ۋ年齢（外国人ʷ
ಝܟ）ʷ町ʀ࣊」世帯য়ڱを見るために、න 6「世帯のՊଔྪܗ（̔区分）別一
ൢ世帯数ɾ一ൢ世帯人ҽ及び１世帯たり人ҽ（6 歳未満ʀ18 歳未満ʀ65歳Ґ上世帯
ҽのいる一ൢ世帯数ɾ65 歳Ґ上世帯ҽのみの一ൢ世帯数及び 3世େ世帯ʷಝܟ）ʷ町
ʀ࣊」を࢘用した。また、調査上年齢の人口については、Ҋ分ͦͥに切りࣼ
てているため、総人口と年齢څ別人口のみ上͝結Վは一しない場合がある。
人口の推計方法については、 [半ᖔ, ं, 近౽, ᖝ田, 2016]をߡࢂにコーホート変
化率法を用い、֦コーホートの変化率のࢋ定には 4 回の国勢調査の平ۋを࢘いなる
べく平ۋ化をࢾみている。ड़ਫ਼数については、地域のऑ年ঃ（20ʛ39 歳）人口と 0
ʛ4歳の比率を࢘い、これも̒回の調査の平ۋを࢘用している。また、ड़ਫ਼ঃ比
については一ൢ的な 51ʁ49 としており、地域にお͜るड़ਫ਼ࠫは用いていない。 

6

この 4 地区の推計結Վをまとめると࣏のようになる。 

ήϧϓによるとଠ̑地域はいͥれもඏ増またはԥͻいであるのにଲし、下外城田地
域の減少傾向が比較的ݨஸに見てखれる。ଲ 2000 年で見ると、田؛地区 99.3％、外
城田地区 117.7％、༙田地区 127.6％にଲし、下常田地区 78.2％となる。コーホート
変化率法においては、そのغ間の変化率を将来にన合するߡえ方であるため、そのغ
間にًきた住宅開発なʹのಝच事が将来にഔ数的にన合されてしまうため、қが
ච要である。ࣰࡏ、外城田地区においては大و模な住宅地の開発によりこの 20 年の
間にが多いغ࣎がまれており、それが将来の計ࢋにൕӫされているため、ࣰࡏ
よりも人口が増加する計ࢋになっているՆがあることをࢨఢしておく。 
同࣎に推計した地区別高齢化率はਦのとおりである。ήϧϓの通りもっとも下外城
田地区が高齢化の推計となった。このような、人口౹計、推計のデータをはじ
めとする地域の現য়をわかりやすく地域住民のみなさんにおࣖしをし、地域の将来を
ご自分ୣのघでߡえ、決めていくことのおघ伝いをすることが、今回の調査研究事業
の一つの目的となる。なお、本調査研究事業では大学内で「TMK ϝϧイデδインプ
ロジェクト」というѬসをઅ定し、学ਫ਼のࢂժもデδインの中にめていった。学ਫ਼
のࢂժは、後に述べる皇學館大学にお͜る地域動である CLL動
（http://coc.kogakkan-u.ac.jp/cll.html）をとおして学ਫ਼のࢂ加をูり、学ਫ਼たちはਜ਼
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՟外の教育プロήϧϞとしてࢂ加し、単位の༫はないものの、動࣎間のৄ明書を
発ߨするというૌみの中でࢂ加している。 

（̐）プロジェクトの計ժ

本事業では、ηタートの఼࣎での目的を࣏のようにઅ定している。「本事業においては、
町内の 4小学校区の中でも人口減少ʀ少ࢢ化が下外城田地区において、 地域の現য়を
地域住民に「見える化」することで、地域՟ୌを自分ごととし、地域の自己決定を支援する。
その上で地域の高教育ؽ関と࿊ܠのもと、小学校区و模での「定住ଇʀU ターンं増加
のためのຳྙある地域づくり」を住民がࢂ加するϭークεョρプでݗ౾し、将来の U タ
ーンをଇする方策を住民が策定するプロήϧϞについて調査ʀ研究、構することを目的
とする。」 
そして、プロジェクトはתಆの模ࣞਦの通り、̑ つのητρプをಁんでࣰࢬするものとし、
࿊ؽܠ関としてӍঐ高学校中Ҭ一ช०教द(ICT)、ྶクϨηトϓΟー大学(ශ
ন市) ґ౽९ࢢ助教(݊߃)、合同会ऀ人ʀまちʀ住まい研究ॶ(ਈރ市)  େනऀҽ છ見կ೯
動法人ಝ定非Өཤ、 (ܗ地域づくり、模)ࢱ M ϔϨρジ(নࡗ市ʀWSࣰࢬ)の̒ंとڢಉ
することなʹを合қした上で、̔ 月̐̐日にܘ༁をߨい、ਜ਼ࣞにηタートした。計ժでは、
下外城田地区の中の̐自治区ఖ度をϏイロρト的に平成̑̎年度にࣰࢬすることもॵغの
ஊで合қされた。 
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地域のઅ定ࢬࣰ（̑）

上ىの通り今回のプロジェクトでは玉城町ༀ場と٠ڢの結Վ、下外城田地区内の̐自治区
にてࣰભすることとなった。下外城田地区の中でも人口の多い̐自治区をઅ定することと
し、一つはݻٸ地区もう一つはآड़地区でࣰࢬすることになった。 
のड़るآ、൭がありآに؝川のࠪٸ、घとも書いた、ґ勢平野ೈ部آくはݻ」ड़地区はآ

場ॶがじてآड़になったと言われる」 [「ֱ川日本地໌大ࣛఱ」ฦࢌҗҽ会 内, 1983]
地域で、࣪町غからآड़城があったが、戦後その城ᆁはৱྒೋの࣎େに開ࠟされভ໕し
た。今はなき城であるが、住民にはしまれており、今回もϭークεョρプの中で住民の方
から、آड़にお城があり田؛城より城कがҢったというや、୍ छをした場ॶ、ా 様のり
をした池、なʹというおをซくことができた。 
一方のݻٸ地区は、「ݻくはࢢٸとも書いた。ґ勢平野ೈ部、国（くͥか）山ྗٲが౨に
৵びた中の୫間に位置する。地໌の༟来はേのॕるのқັのϝϢコ（ਈྸॴ）から໌
͜られたと言われる」 [「ֱ川日本地໌大ࣛఱ」ฦࢌҗҽ会 内, 1983]地域で、ช明 18 年
（1486）年ཱིといわれ現在もる、૦ಐभのਈল山࣋は地域の住民にしまれてい
る。また、ช 2（1818）年ॣといわれるఇを์く्୫池は地域の住民にとっての重要ϧ
ンχϜークとなっており、地域住民によってൢఇ 200 年がॗわれた。また明治のはじ
めは「آड़村」「ݻٸ村」であり、その後明治 22年 4月に 9村で下外城田村となった。 [三
重県玉城町࢛下תฦࢌҗҽ会;, 2005]
本年はこの 2地区での住民ࢂ加ܗϭークεョρプを֦地区 3 回（うち 2 回はそれぞれ同࣎
開࠷）、そして全体としての報告会ϭークεョρプ 1 回の合計 7回をࣰࢬした。本年度はい
くつかのࢻ఼から地域՟ୌ、現য়の「見える化」をߨった。その内容を事ߴよりしく見て
いくことにする。 
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（１）コンセプトʀઅ計
ٸ市のࡖ地区にഉ校をཤ用したౖڹ資ྋ

館がある。そこにఴࣖされているのが、ࣺ ਇの地
である。このఴࣖ࣪はコンセプトを「みんܗ模ܙ
なでࡠるʀ成しないࡖఴࣖ࣪」とし、ࢂ加ܗ
のౖڹ資ྋ࣪をఴ開している。「このఴࣖ࣪では、
『ਫ਼用۫のఴ ʀࣖࡖ地区の模ܗ（ジΨϧϜ）』
『ࡖのྼ࢛年නや༟来について』『のぞきから
くり』を中心にఴࣖをしています。ౖڹ資ྋとซ

͜ͻ、ਫ਼用۫やࣺਇの資ྋఴࣖがࢧいූかびますが、このఴࣖ࣪では、それらのఴࣖ
資ྋではන現することがなかなかೋしいࡖ住民のىԳʀࢧいड़をන現する方法として、ジ
ΨϧϜを࢘っています。」 [山口町自治会࿊合会, 2019]
ఴࣖ࣪ではηοϪンϘーϏーといわれるોࡒをみ重てࡠったڌ大な地ܙ模ܗがఴࣖ

されており、そこにはໃ数のظがたてられている。そのظにはྭえͻ、ੴ「じΐんࡌをࡠっ
ていた」なʹ、地域の住民たちのࢧいड़がىされている。れる地域住民はそのظを追加す
ることができ、地域住民のౖڹѬやىԳが追加されていく。࣎ఴࣖが追加されていくと
いうこのコンセプトが「成しないఴࣖ࣪」というॶҐである。ජंはҐにこのఴࣖ࣪を
れたことがあり、ֽ͜人である合同会ऀ人ʀまちʀ住まい研究ॶのେනऀҽであり一څ
とஎ己であったࢱであるછ見կ೯࢞ݒ
こともあり、今回のプロジェクトに地域
の模ܗをࡠるというコンセプトを持ちࠒ
ことにした。模ࡠܗ成には高度な
எࣟがච要であり、またٗढ़ࢨもච要
であることがわかったので、この఼につ
いては、எࣟのڛ及び、ਦ、模ܗ
について合同会ऀ人ʀまちʀ住ڛྋのࡒ
まい研究ॶにҗ託をߨうことにした。ࡠ
成することにした模ܗは「آड़地区」「ݻٸ地区」の̐セρトであり、それぞれ 1/1000 と
いうक़ऊをઅ定。高તの間ֶについては̐̾とし、̐ 用す࢘のηοϪンϘーϏーを̾̾
ることにした。こうすることで、ࣰࡏの̐̾は模ܗ上で̐̾̾となり、度、γイθともに
న切なものを計ժすることができた。ごࢨをいたͫきながらࣰࡏのࡠをとおして後に
ཀྵ解がんͫことであるが、模ܗࡠに関してはࣰࡏのࡠࡠ業もさることながら、६備ஊ
での地ਦの用қやઅ計、क़ऊのデδインが非常に重要であった。模ܗはཱི体であるた
め、ࡒྋのγイθとࣰࡏの高さのγイθをうまくϨンクさͦるためにも໘ືなઅ計がܿか

2.「見える化」 その１ 地ܙ模ܗ
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ͦないのである。 
آった࢘にࡠܗの模ࡏࣰ 
ड़地区のઅ計ਦがこちらにな
る。ݬਦとなる 1/1000 の地ਦ
データについては玉城町に
ड़地区についآ。いたͫいたڛ
ては、ΦϨΠを 4 ピーηに分͜
てࡠした。1 ピーηが 600̾
̾×600̾̾なので、成γイ
θは 1200̾̾×1200̾̾とな
った。ΦϨΠのમ定については、
地域の皆さんのࢧいを最ॵに
ϐΠϨンήし、ࢧいれの大き
い部分をචͥ模ܗにれるこ
とにした。آड़地区については、
地ਦのࠪଈ、上ਭ道のਭݱ地タ

ンクがあり、そのबวのੜૡ動をߨうなʹ地域住民にとって大切な場ॶであることをซ
きखっていたので、そこをめた上でਭ֒のݔ೨のあるٸ川Ց川ීまでをΦϨΠにめた。
このことでඬ高は̑ʛ̒̾地఼から、110̾地఼ఖ度の高低ࠫとなった。述の通り、ඬ高
ࠫが༁ 100̾あるので、ηοϪンϘーϏーを༁ 50 み重たことになる。同様にݻٸ地
区では、ఇ 200 年になる्୫池が地域住民にとっての重要ϧンχϜークであることがわ
かったので、そこをめ、ڋ住地域までをΩώーすることにした。こちらは、最高地఼がඬ
高༁ 180̾、最低地఼が 25ʛ26̾となり、༁ 150̾の高低ࠫで 75 ஊఖ度のとなった。
なお、ݻٸ地区はΦϨΠが߁ҕにࢺったため模ܗを 8 ピーηにわ͜た。こちらは 1 ピー
ηが 750̾̾×550̾̾となり、全体では 2200̾̾×1500̾̾のڌ大なものとなった。ࣰ
は、このݻٸ地区の模ܗは非常にࡠにۦ࿓したものである。それは、् ୫池बวが非常に
ً෮にんͫ地ܙであることから、模ܗϏーςの切りड़し、張り合わͦについて多大な࿓ۦ

を要した。今回の模ࡠܗ成は学ਫ਼のϨγ
ーοΠεηタントにྙڢによっており、
学ਫ਼ঀࢱのྙにく״ःするもので
ある。 

（̐）ࡠ
અをおईࢬは玉城町内のࡠのࡏࣰ

りして、大学のՈٵل業中にߨった。
の通࣏、のघॳそのものは単९でありࡠ
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りのものである。 
ᶅ ̐̾̾のηοϪンϘーϏーに地ਦ
をηプϪーのりでహり͜る 
ᶆ Ωρターψイϓで目的の高તに合
わͦて切る（高તより高いଈを A Ϗー
ς、低いଈを B Ϗーςとする） 
ᶇ A Ϗーςをϗーηとなるౖୈにహり
͜る 
ᶈ A Ϗーςにいていた地ਦをしい
ηοϪンϘーϏーにహり͜、Ωρター
で࣏の高ત（̐̾上）を切る、同様に A
dϏーς、BbϏーςとなる。 
ᶉ ఖの A Ϗーςの上に AbϏーςをహ
り͜る。Ґ下܃りศし 
 
というものである。上ىઅ計ஊでの計
ժʹおり、آड़地区で༁̓̎回、ݻٸ地区
でそれを༁̓̕回܃りศしていくという
もので、非常にࠞـをච要とするࡠ業で
あった。ࡠ業は̖月１̖日からηタート
し、ॵの計ժでは̓日間ఖ度で成す
る༩定であったが、述の通り、ݻٸ地区
にࢧいの外࣎間がかかり、結ۃ未成の
য়ସで地域のϭークεョプを迎え、̗月
に別日ఖをઅ定して最श的に成を迎え
ることができた。 
 
（̑）地ܙ模ܗを用したϭークεョρ
プのࣰࢬ 
 
 ̖月̐̐日にآड़地区で、̖月̐̑日
にݻٸ地区で地ܙ模ܗを用したϭーク
εョρプをࣰࢬした。細は後述するࣰ
の࣏報告にৣるが、方法としてはࢬ AʛC
の 3 つのघ法によってߨった。 
 

12

A.模ܗࡠϭークεョρプ
ᶅ 模ܗの最शの数ஊをΩρトのみでహり

ͥ͜に部として६備しておく。
ᶆ 地域のॄ会ॶにॄまったࢢʹもたちに部

を一つͥつోし、のりを͜てもらう。 
ᶇ の下、それぞれの部を模ࣖࢨंのࢨ

。成さͦる、本体にహり͜ていきܗ

B.模ܗ用ϭークεョρプʾ
ᶅ まͥ成した模ܗの中でࢢʹもたち

に自分のՊを୵してもらう。
ᶆ Պの場ॶがわかったら、ᝨࢶに自

分の໌を書いて模ܗにహり͜
る。

ᶇ その後、ࢢʹもたちに「়ղしたい
地域のྒྷいとこΘ」をᝨࢶに書き
ड़し、それを模ܗにహり͜てもら
う。

ᶈ 大人にはྼ࢛的な໌ॶや、言い伝え
なʹを教えてもらいϨγーοΠεη
タントが書きとめ、模ܗにహり͜
ていく。

ᶉ 最श的にこのᝨࢶのデータを
Google Maps にプロρトし、後にࣰ
。用したもまちあるきにʹࢢしたࢬ

C.プロジェクεョンϜρピンήϭークεョρプ
にܗ模ܙ成した地 GIS λϓトを࢘ってࡠ成
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ͫったため、玉城町三ༀ（町ௗ、෯町ௗ、教
育ௗ）にଲして模ܗプロジェクεョンϜρピ
ンήのデϠをߨいकにࡄ報についてデ
ΡηΩρεョンをߨった。

ᶅ 1960年େのࣺۯߦਇ
ᶆ 1970年େのࣺۯߦਇ
ᶇ 1980年େのࣺۯߦਇ
ᶈ 2010年େのࣺۯߦਇ
ᶉ Bϭークεョρプのᝨࢶデータ
ᶊ 治ਭ地ܙ分ྪਦ（ٸ川ਃਭ࣎）
ᶋ ਭ֖ત
ᶌ ्୫池ύδーχϜρプ
ᶍ ୈ෫ による玉城町内ਃਭ域ߺ21
ᶎ վ区域ܱ֒ࡄౖ
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3.「見える化」 その 2 ΠプϨ開発

（１） コンセプト
今回のプロジェクトの中には、地域՟ୌをわかりやすく見える化するための「ICT 
用」というコンセプトがまれていた。ජंのॶする大学はชܧのみであるため、
ॵからྙڢを要੧したのが、ࡤ今プロήϧϞコンτηトなʹで受ৈが続いている、Ӎ
ঐ高学校であった。同校ޜ報学Ռの中Ҭ一ช०教दに今回ྙڢを要੧し
たとこΘ、չଡ଼いたͫきڢಉのӣびとなった。同校では学ਫ਼たちにプロジェクトϗーη
でのコンτηトのԢูをওྯしており、ॵは「全国高学校プロήϧϝンήコン
τηト（http://www.procon.gr.jp/）」のԢูをݗ౾していたが、最श的に 11 月 17 日、
18 日にෳౣ県の会大学でࣰࢬされた高校ਫ਼、高ਫ਼をଲেとしたコンτηトである
「ϏλコンࢢߗԄ（http://web-ext.u-aizu.ac.jp/pc-concours/）」ΦントϨーすることに
なった。

ΠプϨのコンセプトとしては、
ॵජंは「地域՟ୌの見える化」
にकءをおいており、Ϥーδーの
ࡠで人口推計なʹのデータが
ࣖされるఖ度のものをイメージ
していた。そのジϡンϩにԛいて
はྪࣇのγービηが比較的あり、
にして調査研究をめていߡࢂ

た。しかし、開発のॵغのஊで学ਫ਼をめたデΡηΩρεョン、ϔϪインηトーϝン
ήの結Վ、地域の現য়をಧきつ͜るڶしのようなΠプローοではなく、ֺ しく学べる「ΰ
ーϞ的なもの」なかでも「RPG（ローϩプϪインήΰーϞ）的」「χϧβンクΦηトˠの
ような」とイメージがらんͫ。（ˠχϧβンクΦηトはࣞה会ऀηクΤェΠʀΦωρク
ηの大ϐρトΰーϞである）そして、̔月のΫρクΨϓのஊでは、࣏のような方向
が決まり、ࣰࡏの開発がηタートした。
ᶅ ΠプϨは玉城町をୈとした RPG とする
ᶆ क人ޮが玉城町内をิき、Ϋϡϧクターと会することで地域՟ୌをஎることがで

きる
ᶇ वのコンτηトにԢูするので、ϗータ版でのプϪイをそのに玉城町内の地域で

する（結Վࢬࣰ 11 月 11日にآड़地区でࣰࢬ）
ᶈ τηトプϪイの内容をಁまえϔϧρεϣΠρプしたものでコンτηトにྡ
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（̐） ϜοεϩクΦηト
成したΠプϨは「ϜοεϩクΦηト」と໌͜られ、Ϋϡϧクターをમするとそ

のΫϡϧクターで玉城町内をิき回り、
ड़会うΫϡϧクターと会をすること
で地域の現য়をֺしくஎることができ
る、という内容になった。Ґ下にそのಝ
をࣖす。 

ᶅ εητϞ構成
ΠプϨは WEB ϗーηとなっており、WEB 上にデ
ータϗーηを置いている。プϪイϢーはࢨ定された
URL にΠクセηすることで、プϪイすることがで
きる。デώイηとしてはタϔϪρトを推ও。タ
ϔϪρトをྈघでコントローϧーのように持
ち、ժ面上にනࣖするԡ年のϓΟϝコンのようなϚ

タンを࢘ってࡠするૌみである。プϪイ中はժ面上のक人ޮをࡠし、ଠのΫϡ
ϧクターにしか͜るなʹしてΰーϞがߨする。しか͜るとεητϞがデータϗ
ーηに発内容をखりにߨき、ժ面上でプϪイϢーにศす、というૌみでՖಉ。ま
た、Ϝρプデータは Google Maps を࢘用している。

ᶆ Ϋϡϧクターの発について

Ϋϡϧクターには大別して̐झྪあり、開発内部では
「通Ϋϡϧ」と「බみΫϡϧ」（高ਫ਼のϚΫϡϔ
ϧϨーからໍ໌）とよんでいる。「通Ϋϡϧ」は玉
城町のちΒっとした報やखるにଏりない発をศ
す。一方「බみΫϡϧ」はの࣊口のビジϣΠϩなʹ
で区別できるようにしてあり、地域՟ୌについての発
をศす。また、「බみΫϡϧ」の発言には多くの場

合そのࠞڎをࣖすૌみになっている。そのλーηはྭえͻ、国勢調査であり、総合
計ժ策定ஊでの調査の結Վなʹである。 
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ᶇ क人ޮΫϡϧクターのમによる発内容のώϨΦーεョン

ΰーϞをηタートすると、最ॵにक人ޮΫϡϧク
ターをમすることができる。क人ޮΫϡϧクタ
ーは̑झྪ、町ௗ、町民、ฯ݊ࢥである。ʹ のक人
ޮをમするかによって、Ϝρプ上でΫϡϧクタ
ーにしか͜たときの発内容が変わる様にな
っている。ྭ えͻ、क人ޮで町ௗをમした場合に
はߨࢬ策や౹計報なʹの内容について発が

発ਫ਼する。またक人ޮをฯ݊ࢥにすると、玉城町内の݊߃のয়ڱについてΫϡϧクタ
ーが発する様となる。݊߃য়ସについての発については、ڢಉしているྶク
ϨηトϓΟー大学ґ౽९ࢢ助教がरした。町民については、町民同࢞で世間をす
るようにΫϡϧクターが発することになる。町ௗ、町民Ϡーχの発内容はජंが
रし、すべてのΫϡϧクター発について玉城町ड़ਐであるජंが方言のοェρク
をߨった。にもかかわらͥ地域の住民の皆様に「方言がおかしい」というࢨఢを受͜
たことは、玉城町内でもඏຽなන現のҩいがあることがわかり、ັڷい。

ᶈ ୣ成度とϪϗϩΠρプ
このΠプϨにはηトーϨーは持たͦていないので、

ʹうやってプϪイϢーにϠοϗーεョンをもって࢘用
を続͜てもらうかについては、様ʓな٠論をߨった。結
Վࣰૹしたのは、一つにはΫϡϧクターの成ௗを「ୣ成
率」というࢨඬでࣖしたことと、もう一つは開発の最श
ஊでりࠒんͫ「ϪϗϩΠρプ」のૌみである。 
 ୣ成率ではすべてのΫϡϧクターとの会をݩܨす
ることを100％としてԃήϧϓで今のয়ڱをࣖすように
し、ଠのΫϡϧクターとすことを動ؽづ͜ることを目
 。したࢨ
ϪϗϩΠρプでは一定の人数と会するとϪϗϩΠρ
プするૌみとした。これにはࣰは 2 つの目的があり、

一つにはすでに書いたプϪイϢーのプϪイܩ続の動ؽづ͜という面。もう一つには、
様としてժ面上にはすべてのΫϡϧクターはౌ場しておらͥ、ౌ場Ϋϡϧクターは
Ϝρプをローχするࡏに決まってしまうため、ϪϗϩΠρプをؽ会にϜρプをϨロー
χし、Ϋϡϧクターのഓ置をϨϓϪρεϣするૄいがある。そのことにより、すべて
のΫϡϧクターとૼ۲するՆを高めている。
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ᶉ 「ͦんもんかϠーχ」および「じんこうのんかをみる」Ϡーχ

 本ΠプϨは、地域住民ͫ͜でなくϓΟεϨτーターと
してฯ݊ࢥをߨ৮ҽ、学ਫ਼、大学教ҽなʹがきశう
ことを定しており、そのࡏに目ࢨす報にす͛にΠクセ
ηするためのՊϠーχをࣰૹした。ՊϠーχでは、
౹計報やΠンίート報なʹにす͛にΠクセηができ、
地域住民のઈ明に関するึک資ྋとして用することが
できる。
また、ΰーϞժ面からいつでも「じんこうのんかをみる」

ϠーχにΠクセηすることができ、こちらのϠーχでは玉
城町 4 地区の年齢別人口の変化についてηϧイξーをࡠ
することで、現在から 20年後の将来推計までわかりやすく
எることができる。

（̑） 用及び成Վ
ࠒ用プロジェクトでは、本ΠプϨを様ʓな場ॶに持ち①
み、τηトプϪイをߨった。ࢂ加ंのύンθΨンをࡎܟして

おり、ઈ明のみ、デϠのみは略している。 
ʀ 11/05 平成 30年度田ݬ市٠会ʀӍ市٠会٠ҽ研र会（Ӎ市）
ʀ ड़地区 見える化ϭークεョρプآ 11/11
ʀ 地区 見える化ϭークεョρプݻٸ 11/23
ʀ 11/27 ྶクϨηトϓΟー大学 ٝߪ「ޮ़Ӷਫ਼ޤ動ఴ開論」（ශন市）
ʀ 12/13 玉城町地域ίΠ会٠
ʀ 12/21 玉城町ௗ中間報告会
ʀ 02/04 あさみηタジϠ（ٸ市）
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ᶆ 成Վ
述の通り、本ΠプϨは高校ਫ਼、高ਫ਼のコンτ
ηト「ϏλコンࢢߗԄ」のϠώイϩ部に「U-
18TMK プロジェクト」としてΦントϨーした。
本大会は 11 月 17 日、18 日にෳౣ県の会大学
において開࠷され、本ΠプϨ「ϜοεϩクΦηト」
は६ήϧンプϨ相である「ϗηトデδインৈ」
を受ৈした。
ˠ本ߴのժは「ϏλコンࢢߗԄ」ޮࣞ WEB
（http://web-ext.u-aizu.ac.jp/pc-concours/）より
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もまちあるきʹࢢ.4

（１）コンセプトと学ਫ਼のࢂժ

 ಆの資ྋの通り、今回のプロジェクトのητρ
プ̐に位置づ͜てある「ౖڹѬ成ϭークεョρプ」
のなかに、「地域の小学ਫ਼なʹによるまちあるきによ
るຳྙ࠸発見」という内容がりࠒまれていた。こ
こに今回はජंのۊ務する皇學館大学の学ਫ਼をࢂժ
さͦることにした。ૄいは大きく 3 つあり、ᶅࢢʹ
もたちにとって大学ਫ਼はࣾめ上の関ܐであり、ࢢʹ
もたちの学びの上でもよいメンターとなる、ᶆ学ਫ਼
にとってもࢢʹもたちの҈全や学びのްՎをྂߡし
ながらまちあるきのプϧンをつくりࣰࢬすることか
ら学ことができる、ᶇ地域住民とのϭークεョρ
プなʹをߨうࡏに学ਫ਼（ऑं）をഖղにߨうことが、
これまでのݩܨଉ上（ [池山, 2018]なʹ）༙ްであ

ると״じていた、という఼からである。ᶇについては、எࣟやݩܨのない学ਫ਼がいわ
ͻ「異分ࢢ」として地域にղすることにより、ஊさͥともわかるいわΑる「ύ
イコンτクηト」ऀ会である地域コϝϣωτΡにಧ、言ཁにしてઈ明するච要が
ਫ਼まれ、それが地域住民にとって自分たちの地域やช化、伝౹なʹを࠸ࣟするؽ会
になっているのではないか、と推している。

 今回の皇學館大学ਫ਼のࢂժについては、大学でࣰ
しているࢬ COC 事業「ґ勢ࢦຐ定住自ཱིڠݏਫ਼学
教育プロήϧϞによる人ࡒ育成」の一部、CLL
（Community Learning Labo）動の学ਫ਼をあて
ることにした。本動は、学ਫ਼が学内でڛされて
いる 30 の地域՟ୌを学プロήϧϞの中からັڷ
関心にॊい、՟外としてࢂ加するもので、平成 31 年
3 月現在のべ 252 ໌（数ࢂ加する学ਫ਼がある）が

加している。そのプロήϧϞの一つに、今回「TMKࢂ ϝϧイデδインプロジェクト」
をཱིち上͝、そこに 6໌の学ਫ਼がࢂ加した。 

（̐） 計ժとࣰࢬ
まちあるきの計ժについては、基本的に学ਫ਼にͦることにした。学ਫ਼のࣖࢨはᶅま
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ちあるきをߨうこと、ᶆ回の模ܗϭークεョρプにお͜る
ᝨࢶのϛイントを用すること、ᶇࢢʹもたちが学म৮
なʹで地域をれてもਫ਼まれ育った地域をྒྷいとこΘͫっ
た、というࢧいड़とともにىԳするためにر༫するものであ
ること、ᶈֺしいまちあるきであるとともに、҈全にくれ͛
れもഓྂすること、とした。学ਫ਼たちは、自分たちでϝーτ
Ρンήをߨい、࣏のような計ժを決めていった。 

A. もまちあるき（11ʹࢢड़地区آ 月 11日ࣰࢬ）
地のある山が地域の方に重要ϧンχݱϭークεョρプなʹでもਭܗड़地区では、模آ

Ϝークであることについてڠ通ཀྵ解があったので、ࢢʹもたちとそこを目ࢨしてิくこ
とにした。ਭݱ地タンクは通常ཱིࢯے区域となっ
ているとこΘ、今回ಝ別のഓྂをいたͫき、ࢢʹも
たちとともに場さͦてくことができた。学ਫ਼は
計ժの中で、そのಝ別な場ॶにれたことに加えて
なにかىԳにることをߨいたいとߡえ、タンク山
でεϡϚン玉をඊͻすことを計ժした。また、ࢢʹ
もたちとのړをक़めるため、クϜの͛るみを持
ちࠒことも学ਫ਼からҌされ、ࢢʹもたちに大
とともに受͜れられた。
まちあるき中にはࢢʹもたちに GPS のあるؽ

ηϜートϓΧンを̓ୈ用қしߨܠしてもらった。ࢢ
ʹもたちにはτーϜを༫え、ࣺ ਇをࡳるようにғབ
した。ࣺ ਇのτーϜは「あなたがࢧうآड़のいいॶ」
とした。ࢢʹもたちはまちあるきの道中で合計 400
ທҐ上のࣺਇをࡳӪした。ࡳӪしたࣺਇは、৾りศ
りの࣎間にηϧイχεョーでؓৈし、のちに
Google Maps にプロρトしΠーΩイϔした。
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B. もまちあるき（11ʹࢢ地区ݻٸ 月 23 日ࣰࢬ） 
地区では、地域住民の重要ϧンχϜークであるݻٸ

्୫池までऑױのړがあったため、ॵ्୫池には
かない方向で計ժした。日、現地で地域の住民のみߨ
なさんが٠ڢいたͫき、ಝ別に्୫池のϛンプݒԲを
開͜てくͫさることになり、ٺᬐ्୫池までのまちあ
るきとなった。 
こちらでは、学ਫ਼たちの計ժではまちあるきの中

でलったཚちཁやのࣰなʹを࢘って、100 ԃεョρプ
で߬して६備したインτϨΠϚρクηを২り͜る。
さらに、日ࡳӪしたࣺਇを؈ҝϛϧロイχ現ؽと
もいうべき۫؟「プϨントη」をཤ用して、ࢧいड़をϨ
Πϩなࣺਇとして定さͦるというプロήϧϞとした。 
ड़地区と同様にηϜートϓΧンでآ、もたちにはʹࢢ

のࡳӪをғབし、τーϜはآड़地区と同じく「あなたの
ࣰ、地区のいいॶ」としたとこΘݻٸうࢧ に 600ທをࢢ
ʹもたちはࡳӪし、会場でのηϧイχεョーをߨうとと
もに、後日Google MapsにプロρトしΠーΩイϔした。
今回はηϜートϓΧンの GPS ΠプϨを用し、ϩート
のىもߨった。同じく Google Maps にىとしてプ
ロρトし、同様にΠーΩイϔした。

2地区とも、学ਫ਼はよくࢢʹもたちとち解͜、ಝに
もたちが学ਫ਼をҌ内するというཱིてʹࢢ地区ではݻٸ
͜としたので、ࢢʹもたちは率して学ਫ਼たちをӀっ
張っていったようである。 
インτϨΠϚρクηについても、学ਫ਼のࢨのもとࢢʹ
もたちはֺし͝にࡠ業をしていた。

֦まちあるきの細は後述のࣰىࢬにৣるが、多くのࢢʹもたちとまちあるきをߨうこ
とができた。学ਫ਼たちは、自ਐで計ժしたまち
あるきに関して、いくつかのൕ఼を上͝なが
らもࣰࢬできたことに満ଏしていた。後日、こ
のプロジェクトにお͜るखりૌみを、ز大学
のक࠷する「中部地区 COC 事業ࡀ校学ਫ਼ި
ླྀ会」において、口ಆ発නをߨい高Ճをಚた。 
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5.まとめ

（１） 住民自治と住民क体の地域づくりがٽめられる地方の「今、そこにあるڌ大な՟ୌ」

ජंのۊ務校である皇學館大学のある三重県ґ勢
、ʹຐ地方は地ਔをはじめ、ୈ෫によるਭ֒なࢦ
これまでઊえͥ自然֒ࡄのڶҘと向き合ってき
た。ಝにೈքトϧϓ地ਔに関しては、過去 100ʛ
150 年のबغでこの地方をऽい、ഀによる大き
なඅ֒をもたらしてきた。将来においてًこると
༩されるものについても最大ਔ度̕、ഀによ
るਃਭ域は最大 8,768.5ha と推定されている [三

重県, 2019]。そのڌ大地ਔが 30 年Ґ内に 70ʛ80％の֮率でًこるとされ [ැ地ਔ調査
研究推本部, 2019]、その日は今日かもしれない。またंࢰ 224 ໌をड़した「平成 30 年
7 月߿ӏ」は全国の߁ҕにى的な߿ӏによるਛ大なඅ֒をもたらした。ըʓは、ʹこ
でも「අࡄ地」となり、でも「අंࡄ」となることを報道のӫとともにրめてஎる。 

 また、玉城町ではಆに述べたとおり今後人口減少と高齢化が༩されている。近ྣのೈ
ґ勢町では高齢化率が 2045 年にはࣰに
71.2％となるとされており、しೋいΆ
ʹに高齢化した地域ऀ会がܙ成されるこ
とが༩される。これはґ勢ࢦຐ地域にݸ
ったことではなく、今後、あらΑる地方で
ըʓはڌ大֒ࡄに備えつつ、今までにݩܨ
したことのないΆʹ人口が減少し高齢
化した地域ऀ会のӣӨにखりૌච要に
യられることになる。これはըʓの地域ऀ
会にとって未ુ༙のڌ大՟ୌといえる。 

（̐）ICTʀデータを用した地域՟ୌ分ੵにお͜る一ൢཤ用のݸֆ
この未ુ༙のڌ大՟ୌにखりૌための助͜になるものとして ICT や౹計なʹのデータ

がある。ࡤ今ுや自治体なʹで౹計のデータをޮ開化（Ψープンデータ）する動きがみ
られ、ྭえͻ総務౹計ۃの؇ཀྵする「ැ౹計の総合૯口 e-Stat」では、国勢調査をはじ
めとする֦झැ౹計がໃྋでԀ覧、ξΤンローχすることができる。今回のプロジェクト
でも地域人口推計をߨうために用している。ଠにも内ֵැの「ࡃܨʀࡔとらしのࢨඬ
「見える化」ϛータϩγイト」ではࡔࡃܨなʹのデータについてԀ覧、分ੵできるγービ
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5.まとめ

（１） 住民自治と住民क体の地域づくりがٽめられる地方の「今、そこにあるڌ大な՟ୌ」

ජंのۊ務校である皇學館大学のある三重県ґ勢
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7 月߿ӏ」は全国の߁ҕにى的な߿ӏによるਛ大なඅ֒をもたらした。ըʓは、ʹこ
でも「අࡄ地」となり、でも「අंࡄ」となることを報道のӫとともにրめてஎる。 

 また、玉城町ではಆに述べたとおり今後人口減少と高齢化が༩されている。近ྣのೈ
ґ勢町では高齢化率が 2045 年にはࣰに
71.2％となるとされており、しೋいΆ
ʹに高齢化した地域ऀ会がܙ成されるこ
とが༩される。これはґ勢ࢦຐ地域にݸ
ったことではなく、今後、あらΑる地方で
ըʓはڌ大֒ࡄに備えつつ、今までにݩܨ
したことのないΆʹ人口が減少し高齢
化した地域ऀ会のӣӨにखりૌච要に
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会にとって未ુ༙のڌ大՟ୌといえる。 

（̐）ICTʀデータを用した地域՟ୌ分ੵにお͜る一ൢཤ用のݸֆ
この未ુ༙のڌ大՟ୌにखりૌための助͜になるものとして ICT や౹計なʹのデータ

がある。ࡤ今ுや自治体なʹで౹計のデータをޮ開化（Ψープンデータ）する動きがみ
られ、ྭえͻ総務౹計ۃの؇ཀྵする「ැ౹計の総合૯口 e-Stat」では、国勢調査をはじ
めとする֦झැ౹計がໃྋでԀ覧、ξΤンローχすることができる。今回のプロジェクト
でも地域人口推計をߨうために用している。ଠにも内ֵැの「ࡃܨʀࡔとらしのࢨඬ
「見える化」ϛータϩγイト」ではࡔࡃܨなʹのデータについてԀ覧、分ੵできるγービ
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ηをڛしている。また、地ཀྵ報についても国ౖ地ཀྵӅの「地ཀྵۯ間報ϧイϔϧϨー」
なʹで߁な報がڛされ、ξΤンローχすることができる。
データをՆࢻ化してࣖすものについてもࢊࡃܨ業の地域ࡃܨ分ੵεητϞ「RESAS」

や地方自治体においても׃市なʹがޮ開している地域人口の現য়、推計なʹの報をࣖ
す「地域Ωϩτ」がある。また、地ཀྵ報については、国ౖ地ཀྵӅの地ཀྵӅ地ਦが߁な
報をϪイϢーとして地ਦ上にනࣖすることができるγービηをڛしている。今回のプ
ロジェクトでは、こちらのデータをプロジェクεョンϜρピンή及び、模ࡠܗ成の̑Dプ
Ϩンタによるγンプϩࡠりに用している。
このように、ڌ大な՟ୌを分ੵしཀྵ解する上での資ྋは整いつつある。しかし、これらは

的எࣟや一定の IT Ϩτϧεーがない場合には、その資ྋを目的にԢじてԀ覧ʀ分ੵʀ
ฦॄすることはೋしく、一ൢ市民の用は現ஊではೋしいのが現য়である。データޮ開に
ついてのஎ度も低く、住民の 74.8％が国のΨープンデータのखૌやデータΩタロήγイ
トについて「まったくஎらない」と回している [内ֵׯ報通৶ٗढ़（IT）総合戦略࣪,
2019]。

 を推するも、Ϗートψー在「ಉのまちづくりڢ」（̑）
 地方において、ଊԢがکくٽめられる՟ୌ
にଲॴするखりૌみとしての「まちづくり
動」がある。ここでいうまちづくり動とは
「地域にある՟ୌを解決しようとܩ続的に
खりૌ動」であると定ٝできる。数の
自治体で近年住民とߨの「ࢂժとڢಉ」を
自治体࠸ਫ਼の基本ཀྵ೨にੀえ現ࣰにεητ
Ϟ化し、「ڢಉのまちづくり」を推しよう

とする動きが見られる [中川, 2011]。玉城町においても第 5 計ժにおいغの総合計ժ後࣏
て、5 として「ڢಉのもとでめるް率的なまちづくり（ࡔߨܨӨࢨਓ）」として住民自
治とڢಉの推をᨵっている [玉城町, 2019]。 
こうして住民にはまちづくり動にお͜るڢಉのϏートψーとして様ʓなۃ面において、
ىめられることになった。しかし、現য়では上ٽわることがܠび自分たちの地域のӣӨに࠸
の通り՟ୌはڌ大であり、データはあるもののそれをಣみこなし、ڢಉしうるための住民の
ࣰྙがଏしており、いわͻڢಉのϏートψーが在である。 
 Ґ上ە٦のڌ大՟ୌを自らの՟ୌとし、ߨとڢಉして解決にखりૌめる地域住民のଚ
在がٽめられているのである。 

（̒）शわりに
Ґ上のようなըが国のいわΑる「地方」にお͜る現য়のࣟのもと、本プロジェクトでは、
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まͥ地域住民が地域՟ୌに
ついて、自分ごととしてஎ
りʀ״じ、自分たちの地域の
未来を自分たちで決める、
「住民の自己決定」を支援す
ることを第一ٝのものとし
てखりૌんできた。そのため
には、Պでない地域住民
にわかりやすく、そしてֺし
く地域՟ୌにଲするཀྵ解を
めてもらうということ。こ

こにྙをしてきた。そして、あわͦて将来を୴うべきࢢʹもたちにਫ਼まれ育った地域の
Ѭを持ってもらうこと。来るべき学、म৮で一度ਫ਼まれ育った地域をれたとしても、
ֺしいىԳとともに「自分のౖڹ」として下外城田地域をىԳしてもらうこと。この 2఼に
खりૌんͫつもりである。 
本プロジェクトは現在のॶ、まͫまͫրવの༪地が多分にあり、হにす͙ない。今後も

会をಚられれͻ、玉城町においてこのようなؽ
支援を続͜ていきたいとߡえている。なおජ
ながら、آड़地区、ݻٸ地区の住民の皆さん、
ಉしてくڢもさんたち、本プロジェクトでʹࢢ
ͫさった、Ӎঐ高学校中Ҭ一ช०教
दと学ਫ਼たち、ྶクϨηトϓΟー大学ґ౽९
助教、合同会ऀ人ʀまちʀ住まい研究ॶ、そしࢢ
て本学学ਫ਼ϨγーοΠεηタントにく״ःを
するものである。 

平成 31 年 3 月 
皇學館大学教育開発センター 

助教 池山敦 
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㛤ദሙᡤ ᒾฟ㎰ᴗ◊ಟ࣮ࢱࣥࢭ㸦୕ᑛᑎ㸧

ཧ ຍ ⪅ ఫẸ 29 ྡ 
㺪㺅㺚㺶㺡㺎㺞㺎 ྜྠ♫ ே࣭࣭ࡕࡲఫ࠸ࡲ◊✲ᡤ ὸぢ㞞அẶ

ⓚᏥ㤋Ꮫ ᩍ⫱㛤Ⓨ࣮ࢱࣥࢭ ụᒣᩔຓᩍ

ࣇッࢱࢫ ⓚᏥ㤋Ꮫ⏕ 1 ࠊྡ 2 ྡ 
 ᙜ᪥ࡢ㐍⾜

08㸸30 ᴗㄝ᫂㸭సᴗࡢㄝ᫂࡞ 
09㸸00 సᴗ㸯ࠕᒣ࠺ࢁࡃࡘࢆ㸟ࠖ  ࡚͐ࡏࢃྜࡾ㈞ࢆ࣮ࣃ࣮࣌ࣥࣞࢳࢫᒣࢆసࠋࡿ 
10㸸00 ఇ᠁ 㸦ࡁị࠾ࠊⳫᏊ࠾ࠊⲔࢫࣅ࣮ࢧࡢ㸧 
10㸸30 సᴗ㸰ࢆࡕ࠺࠾ࠕ᥈࠺ࡑ㸟ࠖ ͐ฟ᮶ୖࡓࡗࡀ❧యᶍᆺࢆぢ࡚ᑐヰࠋࡿࡍ 
11㸸30 ⤊ 

 ᴫせ 

ேཱྀῶᑡࡸᑡᏊ㧗㱋ࡀ㐍ࡴୗእᇛ⏣ᆅ༊≦⌧ࡢㄢ㢟ࡢඹ᭷ࠊゎỴ᳨ࢆウࠕࡿࡍ㹒㹋㹉࣑ࣛ
ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࣥࢨࢹ ࠋࡓࡗ࡞ࡇ࠾ࢆࣉࢵࣙࢩࢡᒾฟᆅ༊࡛ᆅᙧᶍᆺస〇࣮࣡ࠊ࡚ࡋ⎔୍ࡢࠖ
ᮏ࣮࣡ࡣࣉࢵࣙࢩࢡᆅᇦఫẸࡀᆅᇦࡢᆅᙧᶍᆺࢆసྛࡽࡀ࡞ࡾୡ௦ࡢ┠࡛ᆅᇦࢆ≦⌧ࡢぢࡵࡘ┤
 ࠋࡓࡋᐇⓗ┠ࢆࡇࡿࡆ࡞ࡘ㔊ᡂࡢ㒓ᅵឡࠊ࡛ࡇ࠺ྜ࠼ఏࢆ࠸ࡢᆅᇦࡀࢀࡒࢀࡑࠊࡋ
 ෑ㢌ࡿࡵົࢆ࣮ࢱ࣮ࢸࣜࢩࣇⓚᏥ㤋Ꮫࡢụᒣᩔຓᩍྠྜ♫ ே࣭࣭ࡕࡲఫ࠸ࡲ◊✲ᡤ
ࠋࡓࡗ⾜ࢆస〇ࡢᆅᙧᶍᆺࡢᆅ༊ྠࡣ๓༙ࠋࡓࡋㄝ᫂ࢆࢀὶࡢసᴗㄝ᫂ࡢᴗࡽὸぢ㞞அẶࡢ
ཧຍ⪅ࡣࡽ༠ຊࠊࡽࡀ࡞ࡋ➼㧗⥺ࡾ㈞ࢆࢻ࣮࣎ࣥࣞࢳࢫࡓࡋࢺࢵ࡚࢝ࡏࢃྜ㔜ྠࠊࡡᆅ༊ࡢᒣ
ࡸịࡁࡕࡓࡶᏊࡀࡽఫẸࡣ࡛᠁ఇࠋࡓࡏࡉᡂࢆᆅᙧᶍᆺࡢ୍ࡢ༓ศࠊࡾసࢆ㞟ⴠࠊᕝࡸ
⮬ࡀࡽ⮬⪅ཧຍࠊࡽࡀ࡞ぢࢆᆅᙧᶍᆺࡓࡋᡂࠊࡣᚋ༙ࠋࡓࡗᅗࢆὶ࠸ࡲࡿࡩࢆⳫᏊ࠾Ⲕ࣭࠾
Ꮿࡢሙᡤ⟢ࡾ㈞ࢆࠊࡅᆅᇦ㛵ࠕ࡚ࡋ⮬ศࢆࠖࡇࡿ࠸࡚ࡗ▱ࡀฟࠋࡓࡗྜࡋཧຍ⪅ࡽ
ࡿ࠸ࡀࡂࡸࠕࡣ ࡓࡗ࠶ࡀᒾฟᇛࠕࠖ ࡿ࠸ࢇࡉࡃࡓࡀࢩ࣒ࢺࣈ࢝ࠕࠖࡓฟࡀᅵჾࡽቡྂࠕࠖ ࠎḟ࡞ࠖ
ࡋཧຍࠋࡓࡋඹ᭷ࢆฟ࠸ᛮࡸṔྐࡢᆅ༊ࠊ࡚ࡗ㈞ࢆ⟣ሙᡤࡿ࡞ࢺ࣏ࣥࠊࡾࡀᣲࡀពぢ
ὸぢẶࠋࡓ㏙ࢆឤ࡞ࠖࡓࡗ࡞ࡁዲࡗࡶࡀᒾฟࠊࡾ࠶ࡀⓎぢ࡞ࢇⰍࠕࡣࡕࡓࡶᏊࡓ
 ࠋࡓࡗㄒࠖࡿ࡞㒓ᅵ㈨ᩱ࡞㔜せࠊ࡛ࡇࡿ࡞㔜ࡳ✚ୖࡢᶍᆺࡀฟ࠸ᛮࡢᆅᇦࡢࢇࡉⓙࠕࡣ

 実施㢼ᬒ

㐍⾜ࡢㄝ᫂ ࣎ࣥࣞࢳࢫーࡿࡼࢻ❧యᶍᆺ ⮬ศࡢᐙࢆ᥈ࡍ 

ᆅᇦ報ࡍࡔࡾ㈞ࢆ 㺪㺅㺚㺶㺡㺎㺞㺎ࡢὸぢẶ㸦ྑୖ㸧 ᙜ᪥ࡢཧຍ⪅㸦㞟ྜ┿㸧 
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ࣝࢺࢱ ᐑྂᆅ༊ ኟఇࡳ❧యᆅᅗసࣉࢵࣙࢩࢡ࣮࣡ࡾ㸟

㛤ദ᪥ ᖹᡂ㸱㸮ᖺ㸶᭶㸰3 ᪥㸦Ỉ㸧 㸶㸸㸱㸮㹼㸯㸯㸸㸱㸮 
㛤ദሙᡤ ᐑྂ༊㞟ᡤ

ཧ ຍ ⪅ ఫẸ 20 ྡ 
㺪㺅㺚㺶㺡㺎㺞㺎 ྜྠ♫ ே࣭࣭ࡕࡲఫ࠸ࡲ◊✲ᡤ ὸぢ㞞அẶ

ⓚᏥ㤋Ꮫ ᩍ⫱㛤Ⓨ࣮ࢱࣥࢭ ụᒣᩔຓᩍ

ࣇッࢱࢫ ⓚᏥ㤋Ꮫ⏕ 3 ⏕㫽⩚ၟ⯪Ꮫࠊྡ 1 ࠊྡ 2 ྡ 
 ᙜ᪥ࡢ㐍⾜

08㸸30 ᴗㄝ᫂㸭సᴗࡢㄝ᫂࡞ 
09㸸00 సᴗ㸯ࠕᒣ࠺ࢁࡃࡘࢆ㸟ࠖ  ࡚͐ࡏࢃྜࡾ㈞ࢆ࣮ࣃ࣮࣌ࣥࣞࢳࢫᒣࢆసࠋࡿ 
10㸸00 ఇ᠁ 㸦ࡁị࠾ࠊⳫᏊ࠾ࠊⲔࢫࣅ࣮ࢧࡢ㸧 
10㸸30 సᴗ㸰ࢆࡕ࠺࠾ࠕ᥈࠺ࡑ㸟ࠖ ͐ฟ᮶ୖࡓࡗࡀ❧యᶍᆺࢆぢ࡚ᑐヰࠋࡿࡍ 
11㸸30 ⤊ 

 ᴫせ 

ேཱྀῶᑡࡸᑡᏊ㧗㱋ࡀ㐍ࡴୗእᇛ⏣ᆅ༊≦⌧ࡢㄢ㢟ࡢඹ᭷ࠊゎỴ᳨ࢆウࠕࡿࡍ㹒㹋㹉࣑
࡞ࡇ࠾ࢆࣉࢵࣙࢩࢡᐑྂᆅ༊࡛ᆅᙧᶍᆺస〇࣮࣡ࠊ࡚ࡋ⎔୍ࡢࠖࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࣥࢨࢹࣛ
ࢆ≦⌧ࡢᆅᇦ࡛┠ࡢୡ௦ྛࡽࡀ࡞ࡾసࢆᆅᙧᶍᆺࡢᆅᇦࡀᆅᇦఫẸࡣࣉࢵࣙࢩࢡᮏ࣮࣡ࠋࡓࡗ
ぢࡀࢀࡒࢀࡑࠊࡋ┤ࡵࡘᆅᇦࡢࢆ࠸ఏࠊ࡛ࡇ࠺ྜ࠼㒓ᅵឡࡢ㔊ᡂࢆࡇࡿࡆ࡞ࡘ┠ⓗ
ࡢ๓᪥ࡣࣉࢵࣙࢩࢡᮏ࣮࣡ࠊ࠾࡞ࠋࡓࡋᐇ 8 ᭶ 22 ᪥ᐇࡢᒾฟᆅ༊ྠᵝࣛࢢࣟࣉࡢ
ࠋࡿ࡞࣒

ᐑྂᆅ༊࡛ࠊࡣỒ㇂ụ࿘㎶ᖺ㓄⪅ࡢᛮ࠸ฟࡀ㞟୰ࠋࡓࡋ᫇ᯇⲖࡀ᥇ࠊࡓࢀ᫇ࡣụ⯪
ࡢᖹᆅࡣฟ࠸ᛮࡢ❺ඣᑐࠋࡓࢀࡽㄒࡀฟ࠸ᛮ࡞ࠎᵝࠊ➼ࡔ࠸㡭ὋࡢᏊ౪ࠊࡓ࠸࡚ᾋࢆ
㞟ⴠ㏆ࡃ㞟୰ࠊࡋ⌧௦ࡢᙳ㡪ࡾࡼᆅᇦࡢఫẸࡀ⇞ᩱㄪ㐩࡛࡞ᒣධࡇࡓࡗ࡞ࡃ࡞ࡽ
࢚ࢡࡿ▱ࡕࡲࠕࣜࣉࡓࡋ〇సᚋࢆពぢࡢఫẸࡢ࡛ࣉࢵࣙࢩࢡ࣮࣡ࠊࡓࡲࠋࡓ࠼ఛࡀᙳ㡪ࡢ
ࠋࡿ࠶ᵝ࡛ྠࡶᒾฟᆅ༊ࠊࡣࡇࡢࡇࠋࡓࡋᫎⓎヰෆᐜࡢ࣮ࢱࢡࣛࣕ࢟ࡢࠖࢺࢫ

 実施㢼ᬒ

⮬Ꮿࢆ᥈࠺ࡑ   㒊ရࡁ    ࡏࢃྜࡾ㈞ࡢị 

ᆅᇦࡢⰋࢁࡇ࠸᥈ࡋ    ᆅᇦࡢⰋࢁࡇ࠸᥈ࡋ   㞟ྜ┿ 
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㹒㹋㹉ࣥࢨࢹ࣑ࣛプ࢙ࣟࢪクࢺ 実施報告᭩ vol.1 

ࣝࢺࢱ ᒾฟᆅ༊ ኟఇࡳ❧యᆅᅗసࣉࢵࣙࢩࢡ࣮࣡ࡾ㸟

㛤ദ᪥ ᖹᡂ㸱㸮ᖺ㸶᭶㸰㸰᪥㸦Ỉ㸧 㸶㸸㸱㸮㹼㸯㸯㸸㸱㸮

㛤ദሙᡤ ᒾฟ㎰ᴗ◊ಟ࣮ࢱࣥࢭ㸦୕ᑛᑎ㸧

ཧ ຍ ⪅ ఫẸ 29 ྡ 
㺪㺅㺚㺶㺡㺎㺞㺎 ྜྠ♫ ே࣭࣭ࡕࡲఫ࠸ࡲ◊✲ᡤ ὸぢ㞞அẶ

ⓚᏥ㤋Ꮫ ᩍ⫱㛤Ⓨ࣮ࢱࣥࢭ ụᒣᩔຓᩍ

ࣇッࢱࢫ ⓚᏥ㤋Ꮫ⏕ 1 ࠊྡ 2 ྡ 
 ᙜ᪥ࡢ㐍⾜

08㸸30 ᴗㄝ᫂㸭సᴗࡢㄝ᫂࡞ 
09㸸00 సᴗ㸯ࠕᒣ࠺ࢁࡃࡘࢆ㸟ࠖ  ࡚͐ࡏࢃྜࡾ㈞ࢆ࣮ࣃ࣮࣌ࣥࣞࢳࢫᒣࢆసࠋࡿ 
10㸸00 ఇ᠁ 㸦ࡁị࠾ࠊⳫᏊ࠾ࠊⲔࢫࣅ࣮ࢧࡢ㸧 
10㸸30 సᴗ㸰ࢆࡕ࠺࠾ࠕ᥈࠺ࡑ㸟ࠖ ͐ฟ᮶ୖࡓࡗࡀ❧యᶍᆺࢆぢ࡚ᑐヰࠋࡿࡍ 
11㸸30 ⤊ 

 ᴫせ 

ேཱྀῶᑡࡸᑡᏊ㧗㱋ࡀ㐍ࡴୗእᇛ⏣ᆅ༊≦⌧ࡢㄢ㢟ࡢඹ᭷ࠊゎỴ᳨ࢆウࠕࡿࡍ㹒㹋㹉࣑ࣛ
ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࣥࢨࢹ ࠋࡓࡗ࡞ࡇ࠾ࢆࣉࢵࣙࢩࢡᒾฟᆅ༊࡛ᆅᙧᶍᆺస〇࣮࣡ࠊ࡚ࡋ⎔୍ࡢࠖ
ᮏ࣮࣡ࡣࣉࢵࣙࢩࢡᆅᇦఫẸࡀᆅᇦࡢᆅᙧᶍᆺࢆసྛࡽࡀ࡞ࡾୡ௦ࡢ┠࡛ᆅᇦࢆ≦⌧ࡢぢࡵࡘ┤
 ࠋࡓࡋᐇⓗ┠ࢆࡇࡿࡆ࡞ࡘ㔊ᡂࡢ㒓ᅵឡࠊ࡛ࡇ࠺ྜ࠼ఏࢆ࠸ࡢᆅᇦࡀࢀࡒࢀࡑࠊࡋ
 ෑ㢌ࡿࡵົࢆ࣮ࢱ࣮ࢸࣜࢩࣇⓚᏥ㤋Ꮫࡢụᒣᩔຓᩍྠྜ♫ ே࣭࣭ࡕࡲఫ࠸ࡲ◊✲ᡤ
ࠋࡓࡗ⾜ࢆస〇ࡢᆅᙧᶍᆺࡢᆅ༊ྠࡣ๓༙ࠋࡓࡋㄝ᫂ࢆࢀὶࡢసᴗㄝ᫂ࡢᴗࡽὸぢ㞞அẶࡢ
ཧຍ⪅ࡣࡽ༠ຊࠊࡽࡀ࡞ࡋ➼㧗⥺ࡾ㈞ࢆࢻ࣮࣎ࣥࣞࢳࢫࡓࡋࢺࢵ࡚࢝ࡏࢃྜ㔜ྠࠊࡡᆅ༊ࡢᒣ
ࡸịࡁࡕࡓࡶᏊࡀࡽఫẸࡣ࡛᠁ఇࠋࡓࡏࡉᡂࢆᆅᙧᶍᆺࡢ୍ࡢ༓ศࠊࡾసࢆ㞟ⴠࠊᕝࡸ
⮬ࡀࡽ⮬⪅ཧຍࠊࡽࡀ࡞ぢࢆᆅᙧᶍᆺࡓࡋᡂࠊࡣᚋ༙ࠋࡓࡗᅗࢆὶ࠸ࡲࡿࡩࢆⳫᏊ࠾Ⲕ࣭࠾
Ꮿࡢሙᡤ⟢ࡾ㈞ࢆࠊࡅᆅᇦ㛵ࠕ࡚ࡋ⮬ศࢆࠖࡇࡿ࠸࡚ࡗ▱ࡀฟࠋࡓࡗྜࡋཧຍ⪅ࡽ
ࡿ࠸ࡀࡂࡸࠕࡣ ࡓࡗ࠶ࡀᒾฟᇛࠕࠖ ࡿ࠸ࢇࡉࡃࡓࡀࢩ࣒ࢺࣈ࢝ࠕࠖࡓฟࡀᅵჾࡽቡྂࠕࠖ ࠎḟ࡞ࠖ
ࡋཧຍࠋࡓࡋඹ᭷ࢆฟ࠸ᛮࡸṔྐࡢᆅ༊ࠊ࡚ࡗ㈞ࢆ⟣ሙᡤࡿ࡞ࢺ࣏ࣥࠊࡾࡀᣲࡀពぢ
ὸぢẶࠋࡓ㏙ࢆឤ࡞ࠖࡓࡗ࡞ࡁዲࡗࡶࡀᒾฟࠊࡾ࠶ࡀⓎぢ࡞ࢇⰍࠕࡣࡕࡓࡶᏊࡓ
 ࠋࡓࡗㄒࠖࡿ࡞㒓ᅵ㈨ᩱ࡞㔜せࠊ࡛ࡇࡿ࡞㔜ࡳ✚ୖࡢᶍᆺࡀฟ࠸ᛮࡢᆅᇦࡢࢇࡉⓙࠕࡣ

 実施㢼ᬒ

㐍⾜ࡢㄝ᫂ ࣎ࣥࣞࢳࢫーࡿࡼࢻ❧యᶍᆺ ⮬ศࡢᐙࢆ᥈ࡍ 

ᆅᇦ報ࡍࡔࡾ㈞ࢆ 㺪㺅㺚㺶㺡㺎㺞㺎ࡢὸぢẶ㸦ྑୖ㸧 ᙜ᪥ࡢཧຍ⪅㸦㞟ྜ┿㸧 
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㹒㹋㹉ࣥࢨࢹ࣑ࣛプ࢙ࣟࢪクࢺ 実施報告᭩ vol.2 

ࣝࢺࢱ ᐑྂᆅ༊ ኟఇࡳ❧యᆅᅗసࣉࢵࣙࢩࢡ࣮࣡ࡾ㸟

㛤ദ᪥ ᖹᡂ㸱㸮ᖺ㸶᭶㸰3 ᪥㸦Ỉ㸧 㸶㸸㸱㸮㹼㸯㸯㸸㸱㸮 
㛤ദሙᡤ ᐑྂ༊㞟ᡤ

ཧ ຍ ⪅ ఫẸ 20 ྡ 
㺪㺅㺚㺶㺡㺎㺞㺎 ྜྠ♫ ே࣭࣭ࡕࡲఫ࠸ࡲ◊✲ᡤ ὸぢ㞞அẶ

ⓚᏥ㤋Ꮫ ᩍ⫱㛤Ⓨ࣮ࢱࣥࢭ ụᒣᩔຓᩍ

ࣇッࢱࢫ ⓚᏥ㤋Ꮫ⏕ 3 ⏕㫽⩚ၟ⯪Ꮫࠊྡ 1 ࠊྡ 2 ྡ 
 ᙜ᪥ࡢ㐍⾜

08㸸30 ᴗㄝ᫂㸭సᴗࡢㄝ᫂࡞ 
09㸸00 సᴗ㸯ࠕᒣ࠺ࢁࡃࡘࢆ㸟ࠖ  ࡚͐ࡏࢃྜࡾ㈞ࢆ࣮ࣃ࣮࣌ࣥࣞࢳࢫᒣࢆసࠋࡿ 
10㸸00 ఇ᠁ 㸦ࡁị࠾ࠊⳫᏊ࠾ࠊⲔࢫࣅ࣮ࢧࡢ㸧 
10㸸30 సᴗ㸰ࢆࡕ࠺࠾ࠕ᥈࠺ࡑ㸟ࠖ ͐ฟ᮶ୖࡓࡗࡀ❧యᶍᆺࢆぢ࡚ᑐヰࠋࡿࡍ 
11㸸30 ⤊ 

 ᴫせ 

ேཱྀῶᑡࡸᑡᏊ㧗㱋ࡀ㐍ࡴୗእᇛ⏣ᆅ༊≦⌧ࡢㄢ㢟ࡢඹ᭷ࠊゎỴ᳨ࢆウࠕࡿࡍ㹒㹋㹉࣑
࡞ࡇ࠾ࢆࣉࢵࣙࢩࢡᐑྂᆅ༊࡛ᆅᙧᶍᆺస〇࣮࣡ࠊ࡚ࡋ⎔୍ࡢࠖࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࣥࢨࢹࣛ
ࢆ≦⌧ࡢᆅᇦ࡛┠ࡢୡ௦ྛࡽࡀ࡞ࡾసࢆᆅᙧᶍᆺࡢᆅᇦࡀᆅᇦఫẸࡣࣉࢵࣙࢩࢡᮏ࣮࣡ࠋࡓࡗ
ぢࡀࢀࡒࢀࡑࠊࡋ┤ࡵࡘᆅᇦࡢࢆ࠸ఏࠊ࡛ࡇ࠺ྜ࠼㒓ᅵឡࡢ㔊ᡂࢆࡇࡿࡆ࡞ࡘ┠ⓗ
ࡢ๓᪥ࡣࣉࢵࣙࢩࢡᮏ࣮࣡ࠊ࠾࡞ࠋࡓࡋᐇ 8 ᭶ 22 ᪥ᐇࡢᒾฟᆅ༊ྠᵝࣛࢢࣟࣉࡢ
ࠋࡿ࡞࣒

ᐑྂᆅ༊࡛ࠊࡣỒ㇂ụ࿘㎶ᖺ㓄⪅ࡢᛮ࠸ฟࡀ㞟୰ࠋࡓࡋ᫇ᯇⲖࡀ᥇ࠊࡓࢀ᫇ࡣụ⯪
ࡢᖹᆅࡣฟ࠸ᛮࡢ❺ඣᑐࠋࡓࢀࡽㄒࡀฟ࠸ᛮ࡞ࠎᵝࠊ➼ࡔ࠸㡭ὋࡢᏊ౪ࠊࡓ࠸࡚ᾋࢆ
㞟ⴠ㏆ࡃ㞟୰ࠊࡋ⌧௦ࡢᙳ㡪ࡾࡼᆅᇦࡢఫẸࡀ⇞ᩱㄪ㐩࡛࡞ᒣධࡇࡓࡗ࡞ࡃ࡞ࡽ
࢚ࢡࡿ▱ࡕࡲࠕࣜࣉࡓࡋ〇సᚋࢆពぢࡢఫẸࡢ࡛ࣉࢵࣙࢩࢡ࣮࣡ࠊࡓࡲࠋࡓ࠼ఛࡀᙳ㡪ࡢ
ࠋࡿ࠶ᵝ࡛ྠࡶᒾฟᆅ༊ࠊࡣࡇࡢࡇࠋࡓࡋᫎⓎヰෆᐜࡢ࣮ࢱࢡࣛࣕ࢟ࡢࠖࢺࢫ

 実施㢼ᬒ

⮬Ꮿࢆ᥈࠺ࡑ   㒊ရࡁ    ࡏࢃྜࡾ㈞ࡢị 

ᆅᇦࡢⰋࢁࡇ࠸᥈ࡋ    ᆅᇦࡢⰋࢁࡇ࠸᥈ࡋ   㞟ྜ┿ 
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㹒㹋㹉ࣥࢨࢹ࣑ࣛプ࢙ࣟࢪクࢺ 実施報告᭩ vol.34ࠊ 

ࣝࢺࢱ ᒾฟᆅ༊ 3.ぢࡿ࠼࣮࣡4ࠊࣉࢵࣙࢩࢡ.Ꮚ౪ࡁࡿ࠶ࡕࡲ 
㛤ദ᪥ ᖹᡂ㸱㸮ᖺ㸯㸯᭶㸯㸯᪥㸦᪥㸧 㸯㸱㸸㸱㸮㹼㸯㸴㸸㸱㸮

㛤ദሙᡤ ᒾฟ㎰ᴗ◊ಟ࣮ࢱࣥࢭ㸦୕ᑛᑎ㸧

ཧ ຍ ⪅ ఫẸ 29 ྡ㸦①Ꮚ౪ࡁࡿ࠶ࡕࡲ Ꮚ౪ 12 ࡿ࠼ղぢࠊྡ WS 29 ྡ㸧 
㺪㺅㺚㺶㺡㺎㺞㺎 ⓚᏥ㤋Ꮫ ᩍ⫱㛤Ⓨ࣮ࢱࣥࢭ ụᒣᩔຓᩍ

ࣇッࢱࢫ ⓚᏥ㤋Ꮫ⏕ 4 ྡ 㫽⩚ၟ⯪㧗➼ᑓ㛛Ꮫᰯ୰ᩍᤵࠊᏛ⏕ 5 ࠊྡ 3 ྡ 
 ᙜ᪥ࡢ㐍⾜

13㸸30 ᴗㄝ᫂ 
13㸸35 㫽⩚ၟ⯪Ꮫ⏕సᡂࠖࢺࢫ࢚ࢡࡿ▱ࡕࡲࠕ࣒࣮ࢤࡢయ㦂 
14㸸15 㸺௨ୗྠ㐍⾜㸼 

 4.Ꮚ౪ࡁࡿ࠶ࡕࡲ 
 3.ぢࡿ࠼࣮࣡ࣉࢵࣙࢩࢡ 

16㸸00 ࡾࡩ㏉ࡾ 
16㸸30 ⤊ 

 ᴫせ 

ୗእᇛ⏣ᆅ༊࡛ࠊࡣ⏫ෆࡢ㸲ᑠᏛᰯ༊ࡢ୰࡛ࡶேཱྀῶᑡ࣭ᑡᏊࡀ㐍ࠋࡿ࠸࡛ࢇᅇࢡ࣮࣡ࡢ
࡚ࡋࡈศ⮬ࢆᆅᇦㄢ㢟ࡀఫẸࠊ࡛ࡇࡿࡍࠖࡿ࠼ぢࠕఫẸࢆ≦⌧ࡢᆅᇦࠊࡣ࡛ࣉࢵࣙࢩ
ᤊࡢ࡛ࣉࢵࣙࢩࢡ࣮࣡ࠊ࠼ᑐヰࢆ㏻࡚ࡌᆅᇦࡢᮍ᮶ࡢࡽࢀࡇࠊ࠼⪄࡚࠸ࡘᆅᇦࡿ࠶࠺ࡀ
ࠋࡓࡋᐇⓗ┠ࢆᨭࡢࡵࡓࡿࡍᕫỴᐃ⮬ࡀఫẸ⮬㌟ࢆࡁ
 ෑ㢌ࡢ࣮ࢱ࣮ࢸࣜࢩࣇࠊࡣⓚᏥ㤋Ꮫ࣭ụᒣᩔຓᩍࡽᴗࡢㄝ᫂ࡢࡑࠋࡓࡗ⾜ࢆᚋࠊ㫽⩚
ၟ⯪㧗➼ᑓ㛛Ꮫᰯ୰◊✲ᐊࡀ㛤Ⓨࡓࡋ㹕㹃㹀ࢺࢫ࢚ࢡࡿ▱ࡕࡲࠕࣜࣉ㹼ୗእᇛ⏣ࡢఏㄝࠖࢆ
ၟ⯪Ꮫ⏕ࡀ⤂ࠊࡋయ㦂ࢆᐇࠋࡓࡋཧຍ⪅ࠊࡣࡽ㸰㹼㸱ே㸯ࢺࢵࣞࣈࢱࡘࡎࡘ➃ᮎࢆᣢࠊࡕ
ࠋࡓࢀゐ࡞ㄢ㢟ࡢᆅᇦࡽࡀ࡞ࡳࡋᴦࠊ࡚ࡌ㏻ࢆ࣒࣮ࢤ

ࡁࡿ࠶ࡕࡲ⏕Ꮫࠕฟ࡚እࡣᏊ౪㐩ࠊᚋࡢࡑ ࢵࣙࢩࢡ࣮࣡ࡿ࠼ぢࠕࡾṧሙࡣேࠊࠖ
ࠋࡓࡋ㐍⾜࡛ᐇྠࢆࣉࢵࣙࢩࢡ࣮࣡ࡢࡘ㸰ࠊ࠸⾜ࢆࠖࣉ

4.Ꮚ౪ࣥࢱࠥࡁࡿ࠶ࡕࡲクᒣⓏ࠺ࢁ㸟ࠥ
Ꮚ౪㐩ࡀᏛ⏕⥴୍ᒾฟᆅ༊ෆࠋࡓࡋࢆࡁࡿ࠶ࡕࡲࡢ㸶᭶ᐇࠕࡓࡋ❧యᆅᅗ࡙࣡ࡾࡃ

ᶵࡍ࠾࡞ࡵࡘぢࢆࡉⰋࡢᆅᇦࠊ࡛ࡇࡿࡄࡵ࡚ࡵᨵࢆࢺ࣏ࣥࡓࡋฟࡁ᭩࡛ࠖࣉࢵࣙࢩࢡ࣮
ࡇࡓࡗከࡀពぢࡿࢃࡘࡲᒣࢡࣥࢱࠊ㝿ࡢࡾࡃయᆅᅗ࡙❧ࠋࡓࡋᐇⓗ┠ࢆࡇࡿ࡞
࠸࠸ࡢᒾฟࠕࡅ㡸ࢆ࣓ࣛ࢝Ꮚ౪ࡢ㧗Ꮫᖺࠋࡔࢇ㑅ࢆࢺ࣮ࣝࡿࡍ ࡛ࡲᒣࢡࣥࢱࡽሙࠊࡽ
ࡍࡤ㣕ࢆ⋣ࣥ࣎ࣕࢩ࡛ࢇࡗ࡚ࡢᒣࠋࡓࡗࡽࡶ࡚ࡋࢆどⅬ࡛ᙳࡢᏊ౪࣐࣮ࢸࢆࠖࡋ᥈ࢁࡇ
య㦂ࡁࡿ࠶ࡕࡲࠊࡾࡓࡋࢆ⤊ᚋᡭసࡋࡩࡢࡾⰞࠊ࡚ࡋ࡞࠺ࡲࡿࡩࢆᅇࡀࡁࡿ࠶ࡕࡲࡢ
Ꮚ౪ࡢࡕࡓⰋ࠸ᛮ࠸ฟ࡞࠺ࡼࡿ࡞ᕤኵࠋࡓࡗ⾜ࢆ

3.ぢࡿ࠼ワークショップ
㹕㹃㹀ࢆࠖࢺࢫ࢚ࢡࡿ▱ࡕࡲࠕࣜࣉయ㦂࡚ࡋẼ࡚࠸ࡘ࣐࣮ࢸࡓࡗ࡞ヰࠋࡓࡗ⾜ࢆ࠸ྜࡋ

グࢺ࣮ࢩࢡ࣮࡚࣡࠸ࡘࠖ⏤⌮ࡢࡑࠕヰ㢟ࠖࡓࡗ࡞Ẽࠕ࡚ࡋయ㦂ࢆࣜࣉࡀ⪅ཧຍࡣࡎࡲ
ධࣉ࣮ࣝࢢࠊࡋෆ࡛ඹ᭷ࠋࡓࡋࢆཧຍ⪅ࠕࡣࡽᑠᏛᰯࡢඣ❺ࡢேᩘࡀῶࠊࡽࡿ࠸࡚ࡗேཱྀῶ
ᑡࣝࣜࢆឤࡿ࠸࡚ࡌ ࡢ࡞ࠖࡓࡋඹឤᏳࡢ⅏ᐖࠊ࡛ࡢࡿ࠶ࡀᛶ⬟ྍࡿࡍቑỈࡀᐑᕝࠕࠖ
ពぢࡢࡑࠋࡓ࠸࡚ࡗࡀ࠶ࡀᚋࡢࡽࢀࡑࠊពぢࢆ⟢㌿グࠊࡋᶍ㐀⣬࡚ࡗ㈞㛵㐃ᛶࡿ࠶ࡢពぢ
ࡁ࡚ࡗᡠ⾤ࡀୡ௦࠸ⱝࠊᑗ᮶ࠕࡽ୰ࡢᑐヰࠋࡓࡵ῝ࢆᑐヰࡽࡉࠊࡽࡀ࡞ࡋࢢࣥࣆ࣮ࣝࢢ࡛
㸽࠺ࢁࡔࡢ࠸࠸ࡤࢀ࠶ࡀఱࡣ࠺ᛮ࠸ࡓ ࡛͇ࡅࡘࡵỴ͆ࡣࡢ࠺࠸࠸࡞ࡀᑵ⫋ඛࡣ⏫ᇛ⋣ࠕࠖ
యᆅᅗ㸦ᆅ❧ࡓࡋไస࡛ࣉࢵࣙࢩࢡ࣮࣡ࡢ㸶᭶ࠊࡣᚋ᭱ࠋࡓ࠸࡚ࢀࡲ⏕ࡀᑐヰࡢ࡞ࠖ࠸࡞ࡣ
ᇦᶍᆺ㸧ᆅ༊ࡢ㜵⅏ሗ࡛ࢢࣥࣆࢵ࣐ࣥࣙࢩࢡ࢙ࢪࣟࣉࢆᢞᙳࠊࡋᆅᇦࡢᆅ⌮ⓗ࡞≉ᚩࠊ⅏ᐖ
ࠋࡓࡋㄝ᫂ࡃࡍࡸࡾࢃࢆ࡞༴㝤ಶᡤࡢ

┿ࡢࠖࢁࡇ࠸࠸ࡢᒾฟࠕࡓࡅࡘぢࡀᏊ౪㐩ࠋࡓࡗ⾜ࢆࡾ㏉ࡾࡩࠊࡾࡲ㞟ࡀဨᚋ᭱ࡓࡲ
ࠋࡓ࠸࡚ࡗ࡞ᶵ࠸Ⰻࡿ࠼⪄࡚ࡵᨵ࡚࠸ࡘᆅᇦࠊࡋඹ᭷ࢆ➼ㄢ㢟ࡢᆅᇦࡓ࠼⪄ࡀேࠊࡸ

30

 実施㢼ᬒ 
㸺ࢤーࡿ▱ࡕࡲࠕ࣒クࠖࢺࢫ࢚య㦂㸼 

   
ၟ⯪Ꮫ⏕ࡿࡼプࣜㄝ᫂ プࣜయ㦂 ࡍ࠺ࡼࡢプࣜయ㦂ࡍ࠺ࡼࡢ 

㸺Ꮚ౪ࣥࢱࠥࡁࡿ࠶ࡕࡲクᒣⓏ࠺ࢁ㸟ࠥ㸼 

   
 ࡍࡤࢆ⋣ࣥ࣎シ࡛ࣕୖࡢὶ ᒣࡢ⏕ᏛᏊ౪㐩 ࡁࡿ࠶ࡕࡲ࡚ࡋᣦ┠ࢆクᒣࣥࢱ

   
ᒾฟࢆࢁࡇ࠸࠸ࡢ᥈࡚ࡋᙳ ࣥࢱクᒣ࡚ୖࡢ ᡭసࡋࡩࡢࡾⰞ࠸ࡲࡿࡩࡢ 

㸺ぢࡿ࠼ワークショップ㸼 

   
㐍⾜ࡢㄝ᫂ プࣜࡢឤࢆᑐヰ 㜵⅏報ࡿ▱ࢆ 

㸺ࡾࡩ㏉ࡾ㸼 

  

 

㸰ࡢࡘワークショップࡢඹ᭷ 㞟ྜ┿  
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ࣝࢺࢱ ᒾฟᆅ༊ 3.ぢࡿ࠼࣮࣡4ࠊࣉࢵࣙࢩࢡ.Ꮚ౪ࡁࡿ࠶ࡕࡲ 
㛤ദ᪥ ᖹᡂ㸱㸮ᖺ㸯㸯᭶㸯㸯᪥㸦᪥㸧 㸯㸱㸸㸱㸮㹼㸯㸴㸸㸱㸮

㛤ദሙᡤ ᒾฟ㎰ᴗ◊ಟ࣮ࢱࣥࢭ㸦୕ᑛᑎ㸧

ཧ ຍ ⪅ ఫẸ 29 ྡ㸦①Ꮚ౪ࡁࡿ࠶ࡕࡲ Ꮚ౪ 12 ࡿ࠼ղぢࠊྡ WS 29 ྡ㸧 
㺪㺅㺚㺶㺡㺎㺞㺎 ⓚᏥ㤋Ꮫ ᩍ⫱㛤Ⓨ࣮ࢱࣥࢭ ụᒣᩔຓᩍ

ࣇッࢱࢫ ⓚᏥ㤋Ꮫ⏕ 4 ྡ 㫽⩚ၟ⯪㧗➼ᑓ㛛Ꮫᰯ୰ᩍᤵࠊᏛ⏕ 5 ࠊྡ 3 ྡ 
 ᙜ᪥ࡢ㐍⾜

13㸸30 ᴗㄝ᫂ 
13㸸35 㫽⩚ၟ⯪Ꮫ⏕సᡂࠖࢺࢫ࢚ࢡࡿ▱ࡕࡲࠕ࣒࣮ࢤࡢయ㦂 
14㸸15 㸺௨ୗྠ㐍⾜㸼 

 4.Ꮚ౪ࡁࡿ࠶ࡕࡲ 
 3.ぢࡿ࠼࣮࣡ࣉࢵࣙࢩࢡ 

16㸸00 ࡾࡩ㏉ࡾ 
16㸸30 ⤊ 

 ᴫせ 

ୗእᇛ⏣ᆅ༊࡛ࠊࡣ⏫ෆࡢ㸲ᑠᏛᰯ༊ࡢ୰࡛ࡶேཱྀῶᑡ࣭ᑡᏊࡀ㐍ࠋࡿ࠸࡛ࢇᅇࢡ࣮࣡ࡢ
࡚ࡋࡈศ⮬ࢆᆅᇦㄢ㢟ࡀఫẸࠊ࡛ࡇࡿࡍࠖࡿ࠼ぢࠕఫẸࢆ≦⌧ࡢᆅᇦࠊࡣ࡛ࣉࢵࣙࢩ
ᤊࡢ࡛ࣉࢵࣙࢩࢡ࣮࣡ࠊ࠼ᑐヰࢆ㏻࡚ࡌᆅᇦࡢᮍ᮶ࡢࡽࢀࡇࠊ࠼⪄࡚࠸ࡘᆅᇦࡿ࠶࠺ࡀ
ࠋࡓࡋᐇⓗ┠ࢆᨭࡢࡵࡓࡿࡍᕫỴᐃ⮬ࡀఫẸ⮬㌟ࢆࡁ
 ෑ㢌ࡢ࣮ࢱ࣮ࢸࣜࢩࣇࠊࡣⓚᏥ㤋Ꮫ࣭ụᒣᩔຓᩍࡽᴗࡢㄝ᫂ࡢࡑࠋࡓࡗ⾜ࢆᚋࠊ㫽⩚
ၟ⯪㧗➼ᑓ㛛Ꮫᰯ୰◊✲ᐊࡀ㛤Ⓨࡓࡋ㹕㹃㹀ࢺࢫ࢚ࢡࡿ▱ࡕࡲࠕࣜࣉ㹼ୗእᇛ⏣ࡢఏㄝࠖࢆ
ၟ⯪Ꮫ⏕ࡀ⤂ࠊࡋయ㦂ࢆᐇࠋࡓࡋཧຍ⪅ࠊࡣࡽ㸰㹼㸱ே㸯ࢺࢵࣞࣈࢱࡘࡎࡘ➃ᮎࢆᣢࠊࡕ
ࠋࡓࢀゐ࡞ㄢ㢟ࡢᆅᇦࡽࡀ࡞ࡳࡋᴦࠊ࡚ࡌ㏻ࢆ࣒࣮ࢤ
ࡁࡿ࠶ࡕࡲ⏕Ꮫࠕฟ࡚እࡣᏊ౪㐩ࠊᚋࡢࡑ ࢵࣙࢩࢡ࣮࣡ࡿ࠼ぢࠕࡾṧሙࡣேࠊࠖ

ࠋࡓࡋ㐍⾜࡛ᐇྠࢆࣉࢵࣙࢩࢡ࣮࣡ࡢࡘ㸰ࠊ࠸⾜ࢆࠖࣉ

4.Ꮚ౪ࣥࢱࠥࡁࡿ࠶ࡕࡲクᒣⓏ࠺ࢁ㸟ࠥ
Ꮚ౪㐩ࡀᏛ⏕⥴୍ᒾฟᆅ༊ෆࠋࡓࡋࢆࡁࡿ࠶ࡕࡲࡢ㸶᭶ᐇࠕࡓࡋ❧యᆅᅗ࡙࣡ࡾࡃ

ᶵࡍ࠾࡞ࡵࡘぢࢆࡉⰋࡢᆅᇦࠊ࡛ࡇࡿࡄࡵ࡚ࡵᨵࢆࢺ࣏ࣥࡓࡋฟࡁ᭩࡛ࠖࣉࢵࣙࢩࢡ࣮
ࡇࡓࡗከࡀពぢࡿࢃࡘࡲᒣࢡࣥࢱࠊ㝿ࡢࡾࡃయᆅᅗ࡙❧ࠋࡓࡋᐇⓗ┠ࢆࡇࡿ࡞
࠸࠸ࡢᒾฟࠕࡅ㡸ࢆ࣓ࣛ࢝Ꮚ౪ࡢ㧗Ꮫᖺࠋࡔࢇ㑅ࢆࢺ࣮ࣝࡿࡍ ࡛ࡲᒣࢡࣥࢱࡽሙࠊࡽ
ࡍࡤ㣕ࢆ⋣ࣥ࣎ࣕࢩ࡛ࢇࡗ࡚ࡢᒣࠋࡓࡗࡽࡶ࡚ࡋࢆどⅬ࡛ᙳࡢᏊ౪࣐࣮ࢸࢆࠖࡋ᥈ࢁࡇ
య㦂ࡁࡿ࠶ࡕࡲࠊࡾࡓࡋࢆ⤊ᚋᡭసࡋࡩࡢࡾⰞࠊ࡚ࡋ࡞࠺ࡲࡿࡩࢆᅇࡀࡁࡿ࠶ࡕࡲࡢ
Ꮚ౪ࡢࡕࡓⰋ࠸ᛮ࠸ฟ࡞࠺ࡼࡿ࡞ᕤኵࠋࡓࡗ⾜ࢆ

3.ぢࡿ࠼ワークショップ
㹕㹃㹀ࢆࠖࢺࢫ࢚ࢡࡿ▱ࡕࡲࠕࣜࣉయ㦂࡚ࡋẼ࡚࠸ࡘ࣐࣮ࢸࡓࡗ࡞ヰࠋࡓࡗ⾜ࢆ࠸ྜࡋ

グࢺ࣮ࢩࢡ࣮࡚࣡࠸ࡘࠖ⏤⌮ࡢࡑࠕヰ㢟ࠖࡓࡗ࡞Ẽࠕ࡚ࡋయ㦂ࢆࣜࣉࡀ⪅ཧຍࡣࡎࡲ
ධࣉ࣮ࣝࢢࠊࡋෆ࡛ඹ᭷ࠋࡓࡋࢆཧຍ⪅ࠕࡣࡽᑠᏛᰯࡢඣ❺ࡢேᩘࡀῶࠊࡽࡿ࠸࡚ࡗேཱྀῶ
ᑡࣝࣜࢆឤࡿ࠸࡚ࡌ ࡢ࡞ࠖࡓࡋඹឤᏳࡢ⅏ᐖࠊ࡛ࡢࡿ࠶ࡀᛶ⬟ྍࡿࡍቑỈࡀᐑᕝࠕࠖ
ពぢࡢࡑࠋࡓ࠸࡚ࡗࡀ࠶ࡀᚋࡢࡽࢀࡑࠊពぢࢆ⟢㌿グࠊࡋᶍ㐀⣬࡚ࡗ㈞㛵㐃ᛶࡿ࠶ࡢពぢ
ࡁ࡚ࡗᡠ⾤ࡀୡ௦࠸ⱝࠊᑗ᮶ࠕࡽ୰ࡢᑐヰࠋࡓࡵ῝ࢆᑐヰࡽࡉࠊࡽࡀ࡞ࡋࢢࣥࣆ࣮ࣝࢢ࡛
㸽࠺ࢁࡔࡢ࠸࠸ࡤࢀ࠶ࡀఱࡣ࠺ᛮ࠸ࡓ ࡛͇ࡅࡘࡵỴ͆ࡣࡢ࠺࠸࠸࡞ࡀᑵ⫋ඛࡣ⏫ᇛ⋣ࠕࠖ
యᆅᅗ㸦ᆅ❧ࡓࡋไస࡛ࣉࢵࣙࢩࢡ࣮࣡ࡢ㸶᭶ࠊࡣᚋ᭱ࠋࡓ࠸࡚ࢀࡲ⏕ࡀᑐヰࡢ࡞ࠖ࠸࡞ࡣ
ᇦᶍᆺ㸧ᆅ༊ࡢ㜵⅏ሗ࡛ࢢࣥࣆࢵ࣐ࣥࣙࢩࢡ࢙ࢪࣟࣉࢆᢞᙳࠊࡋᆅᇦࡢᆅ⌮ⓗ࡞≉ᚩࠊ⅏ᐖ
ࠋࡓࡋㄝ᫂ࡃࡍࡸࡾࢃࢆ࡞༴㝤ಶᡤࡢ

┿ࡢࠖࢁࡇ࠸࠸ࡢᒾฟࠕࡓࡅࡘぢࡀᏊ౪㐩ࠋࡓࡗ⾜ࢆࡾ㏉ࡾࡩࠊࡾࡲ㞟ࡀဨᚋ᭱ࡓࡲ
ࠋࡓ࠸࡚ࡗ࡞ᶵ࠸Ⰻࡿ࠼⪄࡚ࡵᨵ࡚࠸ࡘᆅᇦࠊࡋඹ᭷ࢆ➼ㄢ㢟ࡢᆅᇦࡓ࠼⪄ࡀேࠊࡸ

30

 実施㢼ᬒ 
㸺ࢤーࡿ▱ࡕࡲࠕ࣒クࠖࢺࢫ࢚య㦂㸼 

   
ၟ⯪Ꮫ⏕ࡿࡼプࣜㄝ᫂ プࣜయ㦂 ࡍ࠺ࡼࡢプࣜయ㦂ࡍ࠺ࡼࡢ 

㸺Ꮚ౪ࣥࢱࠥࡁࡿ࠶ࡕࡲクᒣⓏ࠺ࢁ㸟ࠥ㸼 

   
 ࡍࡤࢆ⋣ࣥ࣎シ࡛ࣕୖࡢὶ ᒣࡢ⏕ᏛᏊ౪㐩 ࡁࡿ࠶ࡕࡲ࡚ࡋᣦ┠ࢆクᒣࣥࢱ

   
ᒾฟࢆࢁࡇ࠸࠸ࡢ᥈࡚ࡋᙳ ࣥࢱクᒣ࡚ୖࡢ ᡭసࡋࡩࡢࡾⰞ࠸ࡲࡿࡩࡢ 

㸺ぢࡿ࠼ワークショップ㸼 

   
㐍⾜ࡢㄝ᫂ プࣜࡢឤࢆᑐヰ 㜵⅏報ࡿ▱ࢆ 

㸺ࡾࡩ㏉ࡾ㸼 

  

 

㸰ࡢࡘワークショップࡢඹ᭷ 㞟ྜ┿  
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㹒㹋㹉ࣥࢨࢹ࣑ࣛプ࢙ࣟࢪクࢺ 実施報告᭩ vol.56ࠊ 

ࣝࢺࢱ ᐑྂᆅ༊ 5.ぢࡿ࠼࣮࣡6ࠊࣉࢵࣙࢩࢡ.Ꮚ౪ࡁࡿ࠶ࡕࡲ 
㛤ദ᪥ ᖹᡂ㸱㸮ᖺ㸯㸯᭶㸰㸱᪥㸦㔠࣭⚃㸧 㸷㸸㸮㸮㹼㸯㸰㸸㸮㸮

㛤ദሙᡤ ᐑྂ㞟ᡤ

ཧ ຍ ⪅ ఫẸ 17 ྡ㸦①ࡁࡿ࠶ࡕࡲᏊ౪ 9 ࡿ࠼ղぢࠊྡ WS17 ྡ㸧 
㺪㺅㺚㺶㺡㺎㺞㺎 ⓚᏥ㤋Ꮫ ᩍ⫱㛤Ⓨ࣮ࢱࣥࢭ ụᒣᩔຓᩍ

ࣇッࢱࢫ ⓚᏥ㤋Ꮫ⏕ 3 ⏕㫽⩚ၟ⯪㧗➼ᑓ㛛ᏛᰯᏛࠊྡ 5 ࠊྡ 3 ྡ 
 ᙜ᪥ࡢ㐍⾜

09㸸00 ᴗㄝ᫂ 
09㸸05 ❧యᆅᅗ㸦ᆅᙧᶍᆺ㸧ࡢ㜵⅏ሗࢢࣥࣆࢵ࣐ࣥࣙࢩࢡ࢙ࢪࣟࣉࡢ࡞ 
09㸸15 6.Ꮚ౪ࡁࡿ࠶ࡕࡲ
10㸸15 ࡾࡃ࡙࣒࣮ࣞࣇࢺ࢛ࣇ

 㸦ఇ᠁㸧 
11㸸15 5.ぢࡿ࠼࣮࣡ࣉࢵࣙࢩࢡ

㸦㫽⩚ၟ⯪Ꮫ⏕సᡂࠖࢺࢫ࢚ࢡࡿ▱ࡕࡲࠕ࣒࣮ࢤࡢయ㦂㸧 
11㸸45 ࡾࡩ㏉ࡾ 
12㸸00 ⤊ 

 ᴫせ 

ୗእᇛ⏣ᆅ༊࡛ࠊࡣ⏫ෆࡢ㸲ᑠᏛᰯ༊ࡢ୰࡛ࡶேཱྀῶᑡ࣭ᑡᏊࡀ㐍ࠋࡿ࠸࡛ࢇᅇ࣮࣡ࡢ
ࡈศ⮬ࢆᆅᇦㄢ㢟ࡀఫẸࠊ࡛ࡇࡿࡍࠖࡿ࠼ぢࠕఫẸࢆ≦⌧ࡢᆅᇦࠊࡣ࡛ࣉࢵࣙࢩࢡ
࠺ࡀᆅᇦࡢࡽࢀࡇࠊ࠼⪄࡚࠸ࡘᮍ᮶ࡢᆅᇦ࡚ࡌ㏻ࢆᑐヰࡢ࡛ࣉࢵࣙࢩࢡ࣮࣡ࠊ࠼ᤊ࡚ࡋ
ࠋࡓࡋᐇⓗ┠ࢆᨭࡢࡵࡓࡿࡍᕫỴᐃ⮬ࡀఫẸ⮬㌟ࢆࡁࡿ࠶

ྜ➼ἣ≦ࡢ⪅ཧຍࡢᙜ᪥ࠊࡀࡓ࠸࡚ࡋᐃࢆࢀὶࡌྠᒾฟᆅ༊ࡣ࣒ࣛࢢࣟࣉࡢᅇ࠾࡞
ࠋࡓࡋᐇ࡚ࡋ㒊ኚ᭦୍ࢆᵓᡂࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉࠊ࡚ࡏࢃ
 ෑ㢌ࡢ࣮ࢱ࣮ࢸࣜࢩࣇࠊࡣⓚᏥ㤋Ꮫ࣭ụᒣᩔຓᩍࡽᴗࡢㄝ᫂ࡢࡑࠋࡓࡗ⾜ࢆᚋࠊ㸶
᭶ไసࡓࡋᆅᙧᶍᆺᆅᇦࡢ㜵⅏ሗ࡛ࢢࣥࣆࢵ࣐ࣥࣙࢩࢡ࢙ࢪࣟࣉࢆᢞᙳࠊࡋᆅᇦࡢᡂࡾ
ࠋࡓࡋ⤂ࡃࡍࡸࡾࢃࢆ࡞༴㝤ಶᡤࡢ⅏ᐖࠊᚩ≉࡞ᆅ⌮ⓗࠊࡕ❧

Ή͍ͬΖ͘ڛࢢ.6
ࠊࢀศ࣒࣮ࢳࡢࡘ㸱ࠋࡓࡋࢆࡁࡿ࠶ࡕࡲࡢᐑྂᆅ༊⥴୍⏕Ꮫࡣࡽ⪅ཧຍࠊᚋࡢࡑ

Ꮚ౪㐩ࡢどⅬࡽᆅඖࡢዲ࡞ࡁሙᡤࠊᏛ⏕⤂ࡢࡵࡍࡍ࠾࠸ࡓࡋሙᡤࢆ୰ᚰᅇࡲࠋࡓࡗ
ࡲࠋࡓࡗࡽࡶ࡚ࡋࢆᙳ࣐࣮ࢸࢆࠖࡋ᥈ࢁࡇ࠸࠸ࡢᐑྂࠕࡅ㡸ࢆ࣓ࣛ࢝Ꮚ౪ࡢ㧗Ꮫᖺࡓ
⣲ࡢ↛⮬ࡓࡗᣠ࡛ࡁࡿ࠶ࡕࡲࠊ࡚ࡋᕤኵࡢࡵࡓࡿṧฟ࠸ᛮࡢᏊ౪㐩ࡀࡁࡿ࠶ࡕࡲࡢᅇࡓ
ᮦࢆࢆࡾࡃ࡙ࢫࢡࢵ࣎ࣜࢸࣥࡓࡗ⏬ࠋࡓࡋᏊ౪㐩ࡢࡁࡿ࠶ࡕࡲࡣ୰࡛ࠊⴠࡕⴥࠊ▼ࡸ
ᮌࡢᐇࢆ࡞ᛮ࠸ᛮ࠸ぢ࡚ࡅࡘᣢࡕᖐࠋࡓࡗ
 ሙᡠࠊࡣࡽ࡚ࡗᣠࡓࡁ࡚ࡗⴠࡕⴥࡸᮌࡢᐇࢆࠋࡓࡋࢆࡾࡃ࡙ࢫࢡࢵ࣎ࣜࢸࣥࡓࡗ
࣏ࢆ┿ࡓࡋᙳ࡛ࡁࡿ࠶ࡕࡲࡓࡲࠋࡓࡗ⾜࡚ࡗ࡞୰ᚰࡀ⏕Ꮫࡣࢺ࣮࣏ࢧࡢ࡞᪉ࡾࡃࡘ
ఇࡓࡲࠋࡓࡋࢆࡾࡃసရ࡙࡛ࡇࡿ㣭ࢫࢡࢵ࣎ࣜࢸࣥࠊ࡚ࡋീ⌧㢼࣓ࣛ࢝ࢻࣟࣛࣛ
ࠋࡓࢀࢃࡲࡿࡩࡀⰞࡁ↝ࡿࡼᡭࡢఫẸࠊࡣ㛫ࡢ᠁

ΖԿϭʖέεϥρϕ͓ݡ.5
㹼ୗࢺࢫ࢚ࢡࡿ▱ࡕࡲࠕࣜࣉ㹕㹃㹀ࡓࡋ㛤Ⓨࡀ㫽⩚ၟ⯪㧗➼ᑓ㛛Ꮫᰯ୰◊✲ᐊࠊᚋࡢࡑ

እᇛ⏣ࡢఏㄝࠖࡢ⯪ၟࢆᏛ⏕ࡀ⤂ࡋయ㦂ࢆᐇࠋࡓࡋཧຍ⪅ࠊࡣࡽ㸰㹼㸱ே㸯ࢱࡘࡎࡘ
ఏࢆ࡞ぢ᪉ࡢሗࡢᆅᇦࡸ᪉࠸࡚࠸ࡘࡀ⏕Ꮫࡢ⯪ၟࡈࣉ࣮ࣝࢢࠊࡕᣢࢆᮎ➃ࢺࢵࣞࣈ
ࡢᆅᇦࠊࡁ࡛ࡀࡇࡿ▱ࢆㄢ㢟ࡸ≦⌧ࡢᆅᇦࡽࡀ࡞ࡳࡋᴦࠊ࡚ࡌ㏻ࢆ࣒࣮ࢤࠊࡣ⪅ཧຍࠋࡓ࠼
ᮍ᮶ࠋࡓ࠸࡚ࡗ࡞ࡅࡗࡁࡿ࠼⪄࡚࠸ࡘ

᭱ᚋࡀ࣒࣮ࢳࡢࢀࡒࢀࡑ࡛ࡁࡿ࠶ࡕࡲࠊࡣṌࢆࢺ࣮ࣝࡓ࠸ GoogleMap ᙳࠊࡋࢃࡽ࠶ୖ
ᶵࡍ┤ࡵࡘぢ࡚ࡵᨵࠊࡋඹ᭷ࢆࡉࡼࡢᆅᇦࡿ࠸࡚ࡌឤࡀࢀࡒࢀࡑࠊࡾ㏉ࡾࡩဨ࡛ࢆ┿ࡓࡋ
ࠋࡓࡋ

32

 実施㢼ᬒ 
㸺ᴗㄝ᫂㸼 

ᴗㄝ᫂(ሙᬒ) ❧యᆅᅗ࡛ᆅᇦࢆぢ┤ࡍ 㜵⅏報ࡿ▱ࢆ 

㸺Ꮚ౪ࡁࡿ࠶ࡕࡲ㹼࣎ࣜࢸࣥックࡾࡃ࡙ࢫ㸼 

 ࡓࡋ⾜ྠࡀ⏕Ꮫ⌜ྛ ࡁࡿ࠶ࡕࡲ࡚ࢀศープࣝࢢ 㐍⾜ㄝ᫂ࡢࡁࡿ࠶ࡕࡲ

ࡾࡃ࡙ࢫック࣎ࣜࢸࣥ  ࢫック࣎ࣜࢸࣥࡓࡋ⣲ᮦ࡛ไస ᡂࡓࡗᣠ࡛ࡁࡿ࠶ࡕࡲ

㸺ぢࡿ࠼ワークショップ㸼 

ၟ⯪Ꮫ⏕ࡿࡼプࣜㄝ᫂ ࡿ▱ࡕࡲࠕクࠖࢺࢫ࢚య㦂 ၟ⯪Ꮫ⏕ࡀయ㦂࣏ࢧࢆーࢺ 

㸺ࡾࡩ㏉ࡾ㸼 

 ࡾ㏉ࡾࡩࡢ┿ᙳࡢඹ᭷ Ꮚ౪㐩ࡢࢺーࣝࡓ࠸Ṍࡀ⌜ྛ
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㹒㹋㹉ࣥࢨࢹ࣑ࣛプ࢙ࣟࢪクࢺ 実施報告᭩ vol.56ࠊ 

ࣝࢺࢱ ᐑྂᆅ༊ 5.ぢࡿ࠼࣮࣡6ࠊࣉࢵࣙࢩࢡ.Ꮚ౪ࡁࡿ࠶ࡕࡲ 
㛤ദ᪥ ᖹᡂ㸱㸮ᖺ㸯㸯᭶㸰㸱᪥㸦㔠࣭⚃㸧 㸷㸸㸮㸮㹼㸯㸰㸸㸮㸮

㛤ദሙᡤ ᐑྂ㞟ᡤ

ཧ ຍ ⪅ ఫẸ 17 ྡ㸦①ࡁࡿ࠶ࡕࡲᏊ౪ 9 ࡿ࠼ղぢࠊྡ WS17 ྡ㸧 
㺪㺅㺚㺶㺡㺎㺞㺎 ⓚᏥ㤋Ꮫ ᩍ⫱㛤Ⓨ࣮ࢱࣥࢭ ụᒣᩔຓᩍ

ࣇッࢱࢫ ⓚᏥ㤋Ꮫ⏕ 3 ⏕㫽⩚ၟ⯪㧗➼ᑓ㛛ᏛᰯᏛࠊྡ 5 ࠊྡ 3 ྡ 
 ᙜ᪥ࡢ㐍⾜

09㸸00 ᴗㄝ᫂ 
09㸸05 ❧యᆅᅗ㸦ᆅᙧᶍᆺ㸧ࡢ㜵⅏ሗࢢࣥࣆࢵ࣐ࣥࣙࢩࢡ࢙ࢪࣟࣉࡢ࡞ 
09㸸15 6.Ꮚ౪ࡁࡿ࠶ࡕࡲ
10㸸15 ࡾࡃ࡙࣒࣮ࣞࣇࢺ࢛ࣇ

 㸦ఇ᠁㸧 
11㸸15 5.ぢࡿ࠼࣮࣡ࣉࢵࣙࢩࢡ

㸦㫽⩚ၟ⯪Ꮫ⏕సᡂࠖࢺࢫ࢚ࢡࡿ▱ࡕࡲࠕ࣒࣮ࢤࡢయ㦂㸧 
11㸸45 ࡾࡩ㏉ࡾ 
12㸸00 ⤊ 

 ᴫせ 

ୗእᇛ⏣ᆅ༊࡛ࠊࡣ⏫ෆࡢ㸲ᑠᏛᰯ༊ࡢ୰࡛ࡶேཱྀῶᑡ࣭ᑡᏊࡀ㐍ࠋࡿ࠸࡛ࢇᅇ࣮࣡ࡢ
ࡈศ⮬ࢆᆅᇦㄢ㢟ࡀఫẸࠊ࡛ࡇࡿࡍࠖࡿ࠼ぢࠕఫẸࢆ≦⌧ࡢᆅᇦࠊࡣ࡛ࣉࢵࣙࢩࢡ
࠺ࡀᆅᇦࡢࡽࢀࡇࠊ࠼⪄࡚࠸ࡘᮍ᮶ࡢᆅᇦ࡚ࡌ㏻ࢆᑐヰࡢ࡛ࣉࢵࣙࢩࢡ࣮࣡ࠊ࠼ᤊ࡚ࡋ
ࠋࡓࡋᐇⓗ┠ࢆᨭࡢࡵࡓࡿࡍᕫỴᐃ⮬ࡀఫẸ⮬㌟ࢆࡁࡿ࠶
ྜ➼ἣ≦ࡢ⪅ཧຍࡢᙜ᪥ࠊࡀࡓ࠸࡚ࡋᐃࢆࢀὶࡌྠᒾฟᆅ༊ࡣ࣒ࣛࢢࣟࣉࡢᅇ࠾࡞

ࠋࡓࡋᐇ࡚ࡋ㒊ኚ᭦୍ࢆᵓᡂࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉࠊ࡚ࡏࢃ
 ෑ㢌ࡢ࣮ࢱ࣮ࢸࣜࢩࣇࠊࡣⓚᏥ㤋Ꮫ࣭ụᒣᩔຓᩍࡽᴗࡢㄝ᫂ࡢࡑࠋࡓࡗ⾜ࢆᚋࠊ㸶
᭶ไసࡓࡋᆅᙧᶍᆺᆅᇦࡢ㜵⅏ሗ࡛ࢢࣥࣆࢵ࣐ࣥࣙࢩࢡ࢙ࢪࣟࣉࢆᢞᙳࠊࡋᆅᇦࡢᡂࡾ
ࠋࡓࡋ⤂ࡃࡍࡸࡾࢃࢆ࡞༴㝤ಶᡤࡢ⅏ᐖࠊᚩ≉࡞ᆅ⌮ⓗࠊࡕ❧

Ή͍ͬΖ͘ڛࢢ.6
ࠊࢀศ࣒࣮ࢳࡢࡘ㸱ࠋࡓࡋࢆࡁࡿ࠶ࡕࡲࡢᐑྂᆅ༊⥴୍⏕Ꮫࡣࡽ⪅ཧຍࠊᚋࡢࡑ

Ꮚ౪㐩ࡢどⅬࡽᆅඖࡢዲ࡞ࡁሙᡤࠊᏛ⏕⤂ࡢࡵࡍࡍ࠾࠸ࡓࡋሙᡤࢆ୰ᚰᅇࡲࠋࡓࡗ
ࡲࠋࡓࡗࡽࡶ࡚ࡋࢆᙳ࣐࣮ࢸࢆࠖࡋ᥈ࢁࡇ࠸࠸ࡢᐑྂࠕࡅ㡸ࢆ࣓ࣛ࢝Ꮚ౪ࡢ㧗Ꮫᖺࡓ
⣲ࡢ↛⮬ࡓࡗᣠ࡛ࡁࡿ࠶ࡕࡲࠊ࡚ࡋᕤኵࡢࡵࡓࡿṧฟ࠸ᛮࡢᏊ౪㐩ࡀࡁࡿ࠶ࡕࡲࡢᅇࡓ
ᮦࢆࢆࡾࡃ࡙ࢫࢡࢵ࣎ࣜࢸࣥࡓࡗ⏬ࠋࡓࡋᏊ౪㐩ࡢࡁࡿ࠶ࡕࡲࡣ୰࡛ࠊⴠࡕⴥࠊ▼ࡸ
ᮌࡢᐇࢆ࡞ᛮ࠸ᛮ࠸ぢ࡚ࡅࡘᣢࡕᖐࠋࡓࡗ
 ሙᡠࠊࡣࡽ࡚ࡗᣠࡓࡁ࡚ࡗⴠࡕⴥࡸᮌࡢᐇࢆࠋࡓࡋࢆࡾࡃ࡙ࢫࢡࢵ࣎ࣜࢸࣥࡓࡗ
࣏ࢆ┿ࡓࡋᙳ࡛ࡁࡿ࠶ࡕࡲࡓࡲࠋࡓࡗ⾜࡚ࡗ࡞୰ᚰࡀ⏕Ꮫࡣࢺ࣮࣏ࢧࡢ࡞᪉ࡾࡃࡘ
ఇࡓࡲࠋࡓࡋࢆࡾࡃసရ࡙࡛ࡇࡿ㣭ࢫࢡࢵ࣎ࣜࢸࣥࠊ࡚ࡋീ⌧㢼࣓ࣛ࢝ࢻࣟࣛࣛ
ࠋࡓࢀࢃࡲࡿࡩࡀⰞࡁ↝ࡿࡼᡭࡢఫẸࠊࡣ㛫ࡢ᠁

ΖԿϭʖέεϥρϕ͓ݡ.5
㹼ୗࢺࢫ࢚ࢡࡿ▱ࡕࡲࠕࣜࣉ㹕㹃㹀ࡓࡋ㛤Ⓨࡀ㫽⩚ၟ⯪㧗➼ᑓ㛛Ꮫᰯ୰◊✲ᐊࠊᚋࡢࡑ

እᇛ⏣ࡢఏㄝࠖࡢ⯪ၟࢆᏛ⏕ࡀ⤂ࡋయ㦂ࢆᐇࠋࡓࡋཧຍ⪅ࠊࡣࡽ㸰㹼㸱ே㸯ࢱࡘࡎࡘ
ఏࢆ࡞ぢ᪉ࡢሗࡢᆅᇦࡸ᪉࠸࡚࠸ࡘࡀ⏕Ꮫࡢ⯪ၟࡈࣉ࣮ࣝࢢࠊࡕᣢࢆᮎ➃ࢺࢵࣞࣈ
ࡢᆅᇦࠊࡁ࡛ࡀࡇࡿ▱ࢆㄢ㢟ࡸ≦⌧ࡢᆅᇦࡽࡀ࡞ࡳࡋᴦࠊ࡚ࡌ㏻ࢆ࣒࣮ࢤࠊࡣ⪅ཧຍࠋࡓ࠼
ᮍ᮶ࠋࡓ࠸࡚ࡗ࡞ࡅࡗࡁࡿ࠼⪄࡚࠸ࡘ

᭱ᚋࡀ࣒࣮ࢳࡢࢀࡒࢀࡑ࡛ࡁࡿ࠶ࡕࡲࠊࡣṌࢆࢺ࣮ࣝࡓ࠸ GoogleMap ᙳࠊࡋࢃࡽ࠶ୖ
ᶵࡍ┤ࡵࡘぢ࡚ࡵᨵࠊࡋඹ᭷ࢆࡉࡼࡢᆅᇦࡿ࠸࡚ࡌឤࡀࢀࡒࢀࡑࠊࡾ㏉ࡾࡩဨ࡛ࢆ┿ࡓࡋ
ࠋࡓࡋ

32

 実施㢼ᬒ 
㸺ᴗㄝ᫂㸼 

ᴗㄝ᫂(ሙᬒ) ❧యᆅᅗ࡛ᆅᇦࢆぢ┤ࡍ 㜵⅏報ࡿ▱ࢆ 

㸺Ꮚ౪ࡁࡿ࠶ࡕࡲ㹼࣎ࣜࢸࣥックࡾࡃ࡙ࢫ㸼 

 ࡓࡋ⾜ྠࡀ⏕Ꮫ⌜ྛ ࡁࡿ࠶ࡕࡲ࡚ࢀศープࣝࢢ 㐍⾜ㄝ᫂ࡢࡁࡿ࠶ࡕࡲ

ࡾࡃ࡙ࢫック࣎ࣜࢸࣥ  ࢫック࣎ࣜࢸࣥࡓࡋ⣲ᮦ࡛ไస ᡂࡓࡗᣠ࡛ࡁࡿ࠶ࡕࡲ

㸺ぢࡿ࠼ワークショップ㸼 

ၟ⯪Ꮫ⏕ࡿࡼプࣜㄝ᫂ ࡿ▱ࡕࡲࠕクࠖࢺࢫ࢚య㦂 ၟ⯪Ꮫ⏕ࡀయ㦂࣏ࢧࢆーࢺ 

㸺ࡾࡩ㏉ࡾ㸼 

 ࡾ㏉ࡾࡩࡢ┿ᙳࡢඹ᭷ Ꮚ౪㐩ࡢࢺーࣝࡓ࠸Ṍࡀ⌜ྛ
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㹒㹋㹉ࣥࢨࢹ࣑ࣛプ࢙ࣟࢪクࢺ 実施報告᭩ vol.7 

ࣝࢺࢱ 㹒㹋㹉ࣥࢨࢹ࣑ࣛ㹎㹈ሗ࿌

㛤ദ᪥ ᖹᡂ㸱㸯ᖺ㸰᭶㸰㸱᪥㸦ᅵ㸧 㸯㸮㸸㸮㸮㹼㸯㸰㸸㸮㸮

㛤ദሙᡤ ⋢ᇛ⏫ಖ⚟♴㤋 ࣮ࣝ࣍࠸࠶ࢀࡩ

ཧ ຍ ⪅ 52 ྡ 
㺪㺅㺚㺶㺡㺎㺞㺎 ⓚᏥ㤋Ꮫ ᩍ⫱㛤Ⓨ࣮ࢱࣥࢭ ụᒣᩔຓᩍ

ࣇッࢱࢫ 㹌㹎㹍ἲே㹋ࢪࢵࣜࣈ ▼㝯ᙪ࣭୰ᕝ⤮⨾ᏊࠊⓚᏛ㤋ᏛᏛ⏕ 4 ⯪ၟ⩚㫽ࠊྡ
㧗➼ᑓ㛛Ꮫᰯ୰ᩍᤵࠊᏛ⏕ 5 ྡ 

 ᙜ᪥ࡢ㐍⾜

10㸸00 ⏫㛗ࠊࡘࡉ࠸࠶⥲ົᨻ⟇ㄢࡾࡼᴗࡢㄝ᫂ 
10㸸05 ᮏ᪥ࡢㄝ᫂ 
10㸸10 㫽⩚ၟ⯪ࡢࣜࣉࡾࡼሗ࿌࣭ࣜࣉయ㦂 
10㸸30 ⓚᏥ㤋ᏛᏛ⏕ࡢࡁࡿ࠶ࡕࡲࡾࡼሗ࿌ 
10㸸40 ୗእᇛ⏣ᆅ༊ࡢ≦⌧ࡢ⤂ 
11㸸00 ពぢ 
12㸸00 ⤊ 

 ᴫせ 

ᖺᗘࠕࡣ࡛⏫ࠊୗእᇛ⏣ᆅ༊᫂࠸ࡿᮍ᮶࡙ࡾࡃ㛵ࡿࡍㄪᰝ◊✲ᴗࠖࠊ࡚ࡋୗእᇛ⏣
ᆅ༊ࡢ୰࡛ࡶᒾฟᆅ༊࣭ᐑྂᆅ༊ࡢᮍ᮶ࡿ࠼⪄࡚࠸ࡘᶵࢆタࡢࡑࠋࡓࡁ࡚ࡅ㸯ᖺ㛫ࡢෆᐜ
ࠋࡓࡋᐇ࡚ࡋሗ࿌ࡢࡵࡓࡿࡍពぢࠊࡋሗ࿌ఫẸ࡚࠸ࡘ

ෑ㢌ࠊࡣ⏫㛗ࡢࡽᣵᣜࠊ⥲ົᨻ⟇ㄢࡾࡼᴗ⤂ࡢ࣮ࢱ࣮ࢸࣜࢩࣇࠊࡾ࠶ࡀⓚᏥ㤋
Ꮫ࣭ụᒣᩔຓᩍࡀᮏ᪥ࡢ㐍ࡵ᪉࡚࠸ࡘㄝ᫂ࡢࡑࠋࡓࡋࢆᚋࠊ㫽⩚ၟ⯪㧗➼ᑓ㛛ᏛᰯࡢᏛ⏕ࡀ
ไసࢆࠖࢺࢫ࢚ࢡࡿ▱ࡕࡲࠕ࣒࣮ࢤࡓࡋ⤂ࠋ

ேࡢ⏫ᇛ⋣ࠊࡣ࣒࣮ࢤࡢࡇࠋࡓࡗ⾜ࢆయ㦂ࡢ࣒࣮ࢤࠊࡋ㓄ᕸࢆࢺࢵࣞࣈࢱ⪅ཧຍ࡚ࡋࡑ
ཱྀῶᑡࠊ㧗㱋ࠊ་⒪㈝ࠊㆤࡢ࡞♫ၥ㢟ࠊ࡛ࡢࡶࡓࡋ♧ࡃࡍࡸࡾࢃࢆయ㦂ࡓࡋఫẸ
࠸⥆ࠋࡓࡗ࠶ࡀឤࡢ࡞ࠖࡓࡗࡲ῝ࡀゎ⌮࡚࠸ࡘㄢ㢟ࡢࡕࡲ↛⮬ࠊࡽࡀ࡞ࡳࡋᴦࠕࡣࡽ
11ࠊࡽ⏕ᏛࡢⓚᏥ㤋Ꮫࠊ࡚ ᭶ᒾฟᆅ༊࣭ᐑྂᆅ༊࡛ᐇࠕࡓࡋᏊ౪ࡢࠖࡁࡿ࠶ࡕࡲሗ࿌
ࡓࡗ⮳ᐇࡢᴗࡢᖺᗘࡸ⤂ࡢ≦⌧ࡢୗእᇛ⏣ᆅ༊ࠊࡾࡼụᒣຓᩍࠊᚋࡢࡑࠋࡓࡗ⾜ࢆ
⫼ᬒࠊᴗࢆ㏻࡚ࡋぢࡢ࡞ࡇࡓࡁ࡚࠼ㄝ᫂ࠋࡓࡗ࠶ࡀ
࣑ࢥ༟ᆺࣉ࣮ࣝࢢྛࠋࡓࡋᐇࢆពぢࠊࡾ࡞ࣉ࣮ࣝࢢཧຍ⪅㸳㹼㸴ே࡛ࠊᚋࡢࡑ

㇟༳ࡶࡗࡶࠊ࡚ࡋཧຍሗ࿌ࡢ᪥ࠕ࡚ࡋ㓄ᕸࢆࠖࢇࡃࡓࢇ࠼ࠕ࣮ࣝࢶࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽࣗ
ṧ⏤⮬࡚࠸ࡘࠖ⏤⌮ࡢࡑࡇࡓࡗヰࠋࡓࡗྜࡋཧຍ⪅ࡀ㸯ே㸯ᮏࢆࣥ࣌ᣢࠕࠊࡕ㎰ᐙࡀከ
ࡃ࠸ฟ࡚እࡀ⪅ⱝࠊࡃ 㨩ຊⓗࡀࡢࡿ࠶ࡀ↛⮬ࠕࠖ ࡢࡿࡁ࡛ࡀఱࡀᚋ⮬ศࠊ࡚ࡋᑐᆅᇦࠕࠖ
ࠋࡓࡗ࠸࡛ࢇࡇࡁ᭩ࢺ࣮ࢩࡽࡀ࡞ࡋヰࢆឤࡸ࠸ࡢࢀࡒࢀࡑࠊ࡞ࠖ࠸ࡓࡁ࠸࡚࠼⪄ࢆ

ពぢ᭱ࡢᚋࢆࣉ࣮ࣝࢢࠊࡣ㉺ࡓ࠼ཧຍ⪅ྠኈࡢὶࡢ㛫ࢆタࠋࡓࡅಖ⚟♴㤋ࣟࡢ
࡞ࡵ═ࢆෆᐜࡓࡗྜࡋヰ࡛ࣉ࣮ࣝࢢྛࠊࡋ♧ᒎࢆࢺ࣮ࢩࡢࠖࢇࡃࡓࢇ࠼ࠕࡔࢇ㎸ࡁ᭩ࠊ࣮ࣅ
ࡿࢆ࡞ࢦࢳࡢୗእᇛ⏣ᆅ༊ࠊⳫᏊ࠾ࡸ≀ࡳ㣧ࠊࡣ࡛࣮ࣅࣟࡓࡲࠋࡓࡋᑐヰ⏤⮬ࠊࡽࡀ
ࠋࡓࡋࢆᕤኵ࡞࠺ࡼࡿࢀࡉ㐍ಁࡀὶࡸヰࡢཧຍ⪅ྠኈࠊ࠸⯙
 実施㢼ᬒ 

ᴗㄝ᫂(ሙᬒ) ࡿ▱ࡕࡲクࡢࢺࢫ࢚య㦂 ༟ࢆᅖ࡛ࢇពぢ 

34

ሗ࿌࣮࣡ࢺ࣮ࢣࣥࣉࢵࣙࢩࢡ㞟ィ⤖ᯝ

ᐇ㸸ᖹᡂ 31 ᖺ 2 ᭶ 23 ᪥ 

㸦㸯㸧 ᛶู

㸦㸰㸧 ᖺ㱋

㸦㸱㸧 ᒃఫᆅ
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㹒㹋㹉ࣥࢨࢹ࣑ࣛプ࢙ࣟࢪクࢺ 実施報告᭩ vol.7 

ࣝࢺࢱ 㹒㹋㹉ࣥࢨࢹ࣑ࣛ㹎㹈ሗ࿌

㛤ദ᪥ ᖹᡂ㸱㸯ᖺ㸰᭶㸰㸱᪥㸦ᅵ㸧 㸯㸮㸸㸮㸮㹼㸯㸰㸸㸮㸮

㛤ദሙᡤ ⋢ᇛ⏫ಖ⚟♴㤋 ࣮ࣝ࣍࠸࠶ࢀࡩ

ཧ ຍ ⪅ 52 ྡ 
㺪㺅㺚㺶㺡㺎㺞㺎 ⓚᏥ㤋Ꮫ ᩍ⫱㛤Ⓨ࣮ࢱࣥࢭ ụᒣᩔຓᩍ

ࣇッࢱࢫ 㹌㹎㹍ἲே㹋ࢪࢵࣜࣈ ▼㝯ᙪ࣭୰ᕝ⤮⨾ᏊࠊⓚᏛ㤋ᏛᏛ⏕ 4 ⯪ၟ⩚㫽ࠊྡ
㧗➼ᑓ㛛Ꮫᰯ୰ᩍᤵࠊᏛ⏕ 5 ྡ 

 ᙜ᪥ࡢ㐍⾜

10㸸00 ⏫㛗ࠊࡘࡉ࠸࠶⥲ົᨻ⟇ㄢࡾࡼᴗࡢㄝ᫂ 
10㸸05 ᮏ᪥ࡢㄝ᫂ 
10㸸10 㫽⩚ၟ⯪ࡢࣜࣉࡾࡼሗ࿌࣭ࣜࣉయ㦂 
10㸸30 ⓚᏥ㤋ᏛᏛ⏕ࡢࡁࡿ࠶ࡕࡲࡾࡼሗ࿌ 
10㸸40 ୗእᇛ⏣ᆅ༊ࡢ≦⌧ࡢ⤂ 
11㸸00 ពぢ 
12㸸00 ⤊ 

 ᴫせ 

ᖺᗘࠕࡣ࡛⏫ࠊୗእᇛ⏣ᆅ༊᫂࠸ࡿᮍ᮶࡙ࡾࡃ㛵ࡿࡍㄪᰝ◊✲ᴗࠖࠊ࡚ࡋୗእᇛ⏣
ᆅ༊ࡢ୰࡛ࡶᒾฟᆅ༊࣭ᐑྂᆅ༊ࡢᮍ᮶ࡿ࠼⪄࡚࠸ࡘᶵࢆタࡢࡑࠋࡓࡁ࡚ࡅ㸯ᖺ㛫ࡢෆᐜ
ࠋࡓࡋᐇ࡚ࡋሗ࿌ࡢࡵࡓࡿࡍពぢࠊࡋሗ࿌ఫẸ࡚࠸ࡘ
ෑ㢌ࠊࡣ⏫㛗ࡢࡽᣵᣜࠊ⥲ົᨻ⟇ㄢࡾࡼᴗ⤂ࡢ࣮ࢱ࣮ࢸࣜࢩࣇࠊࡾ࠶ࡀⓚᏥ㤋

Ꮫ࣭ụᒣᩔຓᩍࡀᮏ᪥ࡢ㐍ࡵ᪉࡚࠸ࡘㄝ᫂ࡢࡑࠋࡓࡋࢆᚋࠊ㫽⩚ၟ⯪㧗➼ᑓ㛛ᏛᰯࡢᏛ⏕ࡀ
ไసࢆࠖࢺࢫ࢚ࢡࡿ▱ࡕࡲࠕ࣒࣮ࢤࡓࡋ⤂ࠋ

ேࡢ⏫ᇛ⋣ࠊࡣ࣒࣮ࢤࡢࡇࠋࡓࡗ⾜ࢆయ㦂ࡢ࣒࣮ࢤࠊࡋ㓄ᕸࢆࢺࢵࣞࣈࢱ⪅ཧຍ࡚ࡋࡑ
ཱྀῶᑡࠊ㧗㱋ࠊ་⒪㈝ࠊㆤࡢ࡞♫ၥ㢟ࠊ࡛ࡢࡶࡓࡋ♧ࡃࡍࡸࡾࢃࢆయ㦂ࡓࡋఫẸ
࠸⥆ࠋࡓࡗ࠶ࡀឤࡢ࡞ࠖࡓࡗࡲ῝ࡀゎ⌮࡚࠸ࡘㄢ㢟ࡢࡕࡲ↛⮬ࠊࡽࡀ࡞ࡳࡋᴦࠕࡣࡽ
11ࠊࡽ⏕ᏛࡢⓚᏥ㤋Ꮫࠊ࡚ ᭶ᒾฟᆅ༊࣭ᐑྂᆅ༊࡛ᐇࠕࡓࡋᏊ౪ࡢࠖࡁࡿ࠶ࡕࡲሗ࿌
ࡓࡗ⮳ᐇࡢᴗࡢᖺᗘࡸ⤂ࡢ≦⌧ࡢୗእᇛ⏣ᆅ༊ࠊࡾࡼụᒣຓᩍࠊᚋࡢࡑࠋࡓࡗ⾜ࢆ
⫼ᬒࠊᴗࢆ㏻࡚ࡋぢࡢ࡞ࡇࡓࡁ࡚࠼ㄝ᫂ࠋࡓࡗ࠶ࡀ
࣑ࢥ༟ᆺࣉ࣮ࣝࢢྛࠋࡓࡋᐇࢆពぢࠊࡾ࡞ࣉ࣮ࣝࢢཧຍ⪅㸳㹼㸴ே࡛ࠊᚋࡢࡑ

㇟༳ࡶࡗࡶࠊ࡚ࡋཧຍሗ࿌ࡢ᪥ࠕ࡚ࡋ㓄ᕸࢆࠖࢇࡃࡓࢇ࠼ࠕ࣮ࣝࢶࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽࣗ
ṧ⏤⮬࡚࠸ࡘࠖ⏤⌮ࡢࡑࡇࡓࡗヰࠋࡓࡗྜࡋཧຍ⪅ࡀ㸯ே㸯ᮏࢆࣥ࣌ᣢࠕࠊࡕ㎰ᐙࡀከ
ࡃ࠸ฟ࡚እࡀ⪅ⱝࠊࡃ 㨩ຊⓗࡀࡢࡿ࠶ࡀ↛⮬ࠕࠖ ࡢࡿࡁ࡛ࡀఱࡀᚋ⮬ศࠊ࡚ࡋᑐᆅᇦࠕࠖ
ࠋࡓࡗ࠸࡛ࢇࡇࡁ᭩ࢺ࣮ࢩࡽࡀ࡞ࡋヰࢆឤࡸ࠸ࡢࢀࡒࢀࡑࠊ࡞ࠖ࠸ࡓࡁ࠸࡚࠼⪄ࢆ
ពぢ᭱ࡢᚋࢆࣉ࣮ࣝࢢࠊࡣ㉺ࡓ࠼ཧຍ⪅ྠኈࡢὶࡢ㛫ࢆタࠋࡓࡅಖ⚟♴㤋ࣟࡢ

࡞ࡵ═ࢆෆᐜࡓࡗྜࡋヰ࡛ࣉ࣮ࣝࢢྛࠊࡋ♧ᒎࢆࢺ࣮ࢩࡢࠖࢇࡃࡓࢇ࠼ࠕࡔࢇ㎸ࡁ᭩ࠊ࣮ࣅ
ࡿࢆ࡞ࢦࢳࡢୗእᇛ⏣ᆅ༊ࠊⳫᏊ࠾ࡸ≀ࡳ㣧ࠊࡣ࡛࣮ࣅࣟࡓࡲࠋࡓࡋᑐヰ⏤⮬ࠊࡽࡀ
ࠋࡓࡋࢆᕤኵ࡞࠺ࡼࡿࢀࡉ㐍ಁࡀὶࡸヰࡢཧຍ⪅ྠኈࠊ࠸⯙
 実施㢼ᬒ 

ᴗㄝ᫂(ሙᬒ) ࡿ▱ࡕࡲクࡢࢺࢫ࢚య㦂 ༟ࢆᅖ࡛ࢇពぢ 

34

ሗ࿌࣮࣡ࢺ࣮ࢣࣥࣉࢵࣙࢩࢡ㞟ィ⤖ᯝ

ᐇ㸸ᖹᡂ 31 ᖺ 2 ᭶ 23 ᪥ 

㸦㸯㸧 ᛶู

㸦㸰㸧 ᖺ㱋

㸦㸱㸧 ᒃఫᆅ

35



㸦㸲㸧 ⫋ᴗ

㸦㸳㸧 ᮏ᪥ࡢ‶㊊ᗘ

㸦㸴㸧 ‶㊊ᗘࡢ⌮⏤⮬⏤グ㍕

z ሗ࿌ࡢ㛤ദࠋࡓࡋࡲ࠸ࡊࡈ࠺ࡀࡾ࠶ᚋࡢཧ⪃࡚ࡏࡉ㡬ࠋࡍࡲࡁ

z ⮬ศ⮬㌟ㄢ㢟ព㆑᭱ࠊࡽ࠸࡞ࡀᚋྛࡣࢇࡃࡓࢇ࠼ࡢேࡢㄢ㢟ࡸᝎࠊࡳᚰ

㓄ࠋࡓࡗࡼ࡚ࡅ⪺ࡀ

z ࠋࡓࡗⰋ࡚࠸࡛ࢇ႐ࡶࡕࡓᏊ౪ࠋࡓࡗࡋ࠸࠾ࡀࡈࡕ࠸

z ⯆ࡿ࠶ࡢヰࢆࢺࣥ࣋ࠊࡋᩍࠊࡓࡲࠋࡓࡗࡽࡶ࡚࠼ᑡேᩘࡢヰࡶ࠸ྜࡋ᪂

㩭࡛ࠋࡓࡗࢁࡋࡶ࠾

z Ꮚ౪ࡀ㏵୰ࠊ࡛ࡢࡓࡁ࡚ࡁ࠶ᑡࡀ࠺ࡩࡃࡋḧࠋ࠸ࡋ

z ࠋࡓࡗከࡀཧຍࡢዪᛶࠊ⪅ⱝࠋࡓࢀ▱ࢆ≦⌧

z ពぢࡀⰋࠋࡓࡗᏊ౪ࡢࢇࡉཧຍࡀ᫂ࡢࢇࡉࡃࡓࠋࡓࡗࡿㄪᰝࡀࡾ࠶

ࠋࡍࡲ࡚ࡋ⪄ཧࠋ࠺

z ୡ௦ࢆ㉺࡚࠼ከࡢࡃពぢࢆ࡛ࡓࡁⰺ࡛ࠋࡓࡋࡢᆅ༊ࡢ᪉ヰࡀ࠸ྜࡋ

ࠋࡓࡗࡼࡣࡇࡓࡁඹឤ࡛ࠊඹ᭷ࢆ࠸ᛮࠊࡁ࡛

z ᆅᇦࡢၥ㢟ࡣ↓㛵ᚰ࡛ࡶ࡚ࢀࡽ࠸ࡣ↓㛵ಀ࡛࠸࡞ࢀࡽ࠸ࡣᛮࠋࡍࡲ࠸ᅇ

ཧຍࠊࡁࡔࡓ࠸࡚ࡏࡉḟࡢୡ௦ࡵࡓࡢఱࡿ࠼⪄ࡢࡿࡁ࡛ࡀᶵࢆᚓࡓ

ࠋࡓࡋࡲ࠸ᛮ

z ⮬ศ㐪࠺ୡ௦ࡢୗእᇛ⏣ᆅ༊ࡢேࡢヰࠋࡇࡓࡅ⪺ࡀ
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z ࠋࡓࡗࡋ࠸࠾ࡀⳫᏊ࠾

z ᪥ࢆᖐࡽࡓࡗⓙ࡞ヰ࠸ࡓࡋᛮࠋࡍࡲ࠸

z ᫇࠸ࡀࡕᆅᇦࡢ⾜࡞ᑡ࡛ࡢࡿ࠸࡚ࡗ࡞ࡃ࡞ᛮ࠸ฟࠋࡿ࡞(ᆅᇦᐦ╔ࠊ

U ࠼⪄࡞ࣜࣉࠊ࠸ࢆ⾡ᢏ࠸ࡋ᪂ࠊࡵࡓࡿసࢆࡢࡶ(ࡿࡀ࡞ࡘ࣮ࣥࢱ

Ꮚ౪ࢆᕳࡁ㎸ࡇࡿ࠸࡚ࡗࡸࡳឤᚰࠋࡓࡋࡲࡋ

z ୗእᇛ⏣࡚࠸ࡘពぢࡀฟ᮶ࡀࡢࡓⰋࡢࣜࣉࠋࡓࡗෆᐜࡀ㠃ⓑ࡚ࡃ

ࠋࡓࡗ࡞ࡵࡓ

z ேཱྀῶᑡ࡛ࣥࣙࢩࢵ࢝ࢫࢹࠋࡓࡁ࡛ࡀࡇࡃ⪺ࠊ࡞≦⌧ࡢேࢆ࠼⪄ࡢ

ࠋࡓࡁ࡛ࡀࡇࡃ⪺

z ⮬ศࡀఫࡿ࠸࡛ࢇᆅ༊ࠊ≦⌧ࡢᮍ᮶ീࡿ࠼⪄࡚࠸ࡘᶵࡋ⏫ࠋࡓࡗ࡞

ࠋ࠸ࡓࡾ▱ࡢࡿ࠶ࡀ⟇ᑐ࡞࠺ࡼࡢࡣ࡚

z ᅇࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࡢཧຍ࡛࡚ࡁⰋࠋࡍ࡛ࡓࡗ

z ᆅඖࡿ▱ࢆࡇࡢᶵࠋࡓ࠸ࡔࡓ࠸ࢆᆅඖྠࡢୡ௦ࠊⱝ࠸ୡ௦ヰࡀࡋฟ᮶

ࠋࡓ

z ᆅᇦࢆࡇࡢ☜ㄆࡿࡍࡶฟ᮶ࠊᏛ⏕ࡢேࡶヰ࡚ࡏᴦࠋࡓࡗࡋᬑẁ

㐪࠺ࢆ⤒㦂ࡿࡍࠋࡍࡲࡾ࡞่⃭ࡣ

z ࠋࡓࡗࡋࡋᑡ࠺ࡶࢆ㛫ࡢ࠶ࡢࢇࡃࡓࢇ࠼

㸦㸵㸧 ⮬⏤グ㍕ࡢࡑ

z ୗእᇛ⏣ᆅ༊ࡢࡶከࠊࡾ࠶ࡃ㎰ࡢゎ㝖ၟᴗタࡢవᆅࡀᚲせᛮࠋ࠺ 
z ࠋ࠸ࡋ࡚ࡋ㐀ᡂࡢᏯᆅ௦࡚ࡗධࡀ⏫

z ேཱྀῶᑡࡣᵓ㐀ⓗㄢ㢟ࡀከ࠸㛗ᮇⓗࡿ࠼⪄ࠋࡔ
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㸦㸲㸧 ⫋ᴗ

㸦㸳㸧 ᮏ᪥ࡢ‶㊊ᗘ

㸦㸴㸧 ‶㊊ᗘࡢ⌮⏤⮬⏤グ㍕

z ሗ࿌ࡢ㛤ദࠋࡓࡋࡲ࠸ࡊࡈ࠺ࡀࡾ࠶ᚋࡢཧ⪃࡚ࡏࡉ㡬ࠋࡍࡲࡁ

z ⮬ศ⮬㌟ㄢ㢟ព㆑᭱ࠊࡽ࠸࡞ࡀᚋྛࡣࢇࡃࡓࢇ࠼ࡢேࡢㄢ㢟ࡸᝎࠊࡳᚰ

㓄ࠋࡓࡗࡼ࡚ࡅ⪺ࡀ

z ࠋࡓࡗⰋ࡚࠸࡛ࢇ႐ࡶࡕࡓᏊ౪ࠋࡓࡗࡋ࠸࠾ࡀࡈࡕ࠸

z ⯆ࡿ࠶ࡢヰࢆࢺࣥ࣋ࠊࡋᩍࠊࡓࡲࠋࡓࡗࡽࡶ࡚࠼ᑡேᩘࡢヰࡶ࠸ྜࡋ᪂

㩭࡛ࠋࡓࡗࢁࡋࡶ࠾

z Ꮚ౪ࡀ㏵୰ࠊ࡛ࡢࡓࡁ࡚ࡁ࠶ᑡࡀ࠺ࡩࡃࡋḧࠋ࠸ࡋ

z ࠋࡓࡗከࡀཧຍࡢዪᛶࠊ⪅ⱝࠋࡓࢀ▱ࢆ≦⌧

z ពぢࡀⰋࠋࡓࡗᏊ౪ࡢࢇࡉཧຍࡀ᫂ࡢࢇࡉࡃࡓࠋࡓࡗࡿㄪᰝࡀࡾ࠶

ࠋࡍࡲ࡚ࡋ⪄ཧࠋ࠺

z ୡ௦ࢆ㉺࡚࠼ከࡢࡃពぢࢆ࡛ࡓࡁⰺ࡛ࠋࡓࡋࡢᆅ༊ࡢ᪉ヰࡀ࠸ྜࡋ

ࠋࡓࡗࡼࡣࡇࡓࡁඹឤ࡛ࠊඹ᭷ࢆ࠸ᛮࠊࡁ࡛

z ᆅᇦࡢၥ㢟ࡣ↓㛵ᚰ࡛ࡶ࡚ࢀࡽ࠸ࡣ↓㛵ಀ࡛࠸࡞ࢀࡽ࠸ࡣᛮࠋࡍࡲ࠸ᅇ

ཧຍࠊࡁࡔࡓ࠸࡚ࡏࡉḟࡢୡ௦ࡵࡓࡢఱࡿ࠼⪄ࡢࡿࡁ࡛ࡀᶵࢆᚓࡓ

ࠋࡓࡋࡲ࠸ᛮ

z ⮬ศ㐪࠺ୡ௦ࡢୗእᇛ⏣ᆅ༊ࡢேࡢヰࠋࡇࡓࡅ⪺ࡀ
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z ࠋࡓࡗࡋ࠸࠾ࡀⳫᏊ࠾

z ᪥ࢆᖐࡽࡓࡗⓙ࡞ヰ࠸ࡓࡋᛮࠋࡍࡲ࠸

z ᫇࠸ࡀࡕᆅᇦࡢ⾜࡞ᑡ࡛ࡢࡿ࠸࡚ࡗ࡞ࡃ࡞ᛮ࠸ฟࠋࡿ࡞(ᆅᇦᐦ╔ࠊ

U ࠼⪄࡞ࣜࣉࠊ࠸ࢆ⾡ᢏ࠸ࡋ᪂ࠊࡵࡓࡿసࢆࡢࡶ(ࡿࡀ࡞ࡘ࣮ࣥࢱ

Ꮚ౪ࢆᕳࡁ㎸ࡇࡿ࠸࡚ࡗࡸࡳឤᚰࠋࡓࡋࡲࡋ

z ୗእᇛ⏣࡚࠸ࡘពぢࡀฟ᮶ࡀࡢࡓⰋࡢࣜࣉࠋࡓࡗෆᐜࡀ㠃ⓑ࡚ࡃ

ࠋࡓࡗ࡞ࡵࡓ

z ேཱྀῶᑡ࡛ࣥࣙࢩࢵ࢝ࢫࢹࠋࡓࡁ࡛ࡀࡇࡃ⪺ࠊ࡞≦⌧ࡢேࢆ࠼⪄ࡢ

ࠋࡓࡁ࡛ࡀࡇࡃ⪺

z ⮬ศࡀఫࡿ࠸࡛ࢇᆅ༊ࠊ≦⌧ࡢᮍ᮶ീࡿ࠼⪄࡚࠸ࡘᶵࡋ⏫ࠋࡓࡗ࡞

ࠋ࠸ࡓࡾ▱ࡢࡿ࠶ࡀ⟇ᑐ࡞࠺ࡼࡢࡣ࡚

z ᅇࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࡢཧຍ࡛࡚ࡁⰋࠋࡍ࡛ࡓࡗ

z ᆅඖࡿ▱ࢆࡇࡢᶵࠋࡓ࠸ࡔࡓ࠸ࢆᆅඖྠࡢୡ௦ࠊⱝ࠸ୡ௦ヰࡀࡋฟ᮶

ࠋࡓ

z ᆅᇦࢆࡇࡢ☜ㄆࡿࡍࡶฟ᮶ࠊᏛ⏕ࡢேࡶヰ࡚ࡏᴦࠋࡓࡗࡋᬑẁ

㐪࠺ࢆ⤒㦂ࡿࡍࠋࡍࡲࡾ࡞่⃭ࡣ

z ࠋࡓࡗࡋࡋᑡ࠺ࡶࢆ㛫ࡢ࠶ࡢࢇࡃࡓࢇ࠼

㸦㸵㸧 ⮬⏤グ㍕ࡢࡑ

z ୗእᇛ⏣ᆅ༊ࡢࡶከࠊࡾ࠶ࡃ㎰ࡢゎ㝖ၟᴗタࡢవᆅࡀᚲせᛮࠋ࠺ 
z ࠋ࠸ࡋ࡚ࡋ㐀ᡂࡢᏯᆅ௦࡚ࡗධࡀ⏫

z ேཱྀῶᑡࡣᵓ㐀ⓗㄢ㢟ࡀከ࠸㛗ᮇⓗࡿ࠼⪄ࠋࡔ
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ሗ࿌ WS  グ㘓ࢇࡃࡓࢇ࠼
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ሗ࿌ WS  グ㘓ࢇࡃࡓࢇ࠼
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